




養ら々を澤吉判賀員時慮活滅鉄り皇
昭 日申 をの愈間仕動 に軍

科 中御頃上三賜意々のりにな奉信存 の
の 郎りを 許営備る 向

十七 引御可ぐ ‘尚度籠報的國す月ふ銃後 ふ 乍
年立恩く吉 め 限りもる 虞戦勝
二御来場 顧元田叉た熱演 綾引き よ のる 憚
月 によ文作常る 豊宮 りお虐嘗座
ー 酬り興を よ勤赫
四日 のふ時改行昇曲以に総きめ 々 n ・,. 
程偏可節柄幸美 めに て配列出御慰楽 ににと文ッ く三てを御演封於し
に車輪 代はも目いの してて

橋 御本 桐目野怨喜代之 御試覧見得た豪華役配 をても界批 J: 
築 畔 願相に飾虚竹 致太し 上差尤も國内に 9、』

申勤に継松 にす夫 ぐ文の輝
ー 上め亘 供可三をる化皆き

候可る雨助しく閃味以可的々誠i 申儀名改度殊 てくに様に
座 はのめ幸に 秘蔵狂 種明が御同

差 五ひは 々日日
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形竹頭全もあ行に場 を
の會の〈同るのよー所一諒古＇ 長鶴同一位松つへ言明 I靱か澤じ人齢竹て=;,す致太
ら友ののにの豊太れし夫
．を，櫓治最二よ紋竹夫ばまの
意下良fl高つつ虞古 ‘せ櫓
味の‘位のての靱豊櫓う下
す認人置表こ下太竹下° 認
る許形を現れに夫古と 許
格を座占形を-を靱は に
に受頭め式紋太櫓太座 闊
賞けのるで下夫下夫の 聯
りた吉もあと と巨表 し
まの田のつ呼豊いと中 て
ーすで榮でてび竹ひ書央 ‘ 
。、三あ‘ま古‘い‘ 櫓
太がり職す靱番た即 下
夫列ま掌が太附招ち と
‘席すの‘夫面牌櫓 紋
三し 0 1囃櫓巨のをの 下
味疇て三利下と最掲下 と
線白味義も署初げ 1-;:: の
‘井線務紋名(/)る嘗 相
人松座は下の一、事る 違

封歌謂を座言 ';:i 猥築座
抗舞 潟では 罹を様、
し伎御..., げ旗れ櫓L...,— 下示式角櫓..., 
てと免ま上て L. しの座 L.下
簡封櫓し— しげゐのはて文、
便峙 たをま始ーゐ柴弁の
なしの° しすま番た座天名 古→
芝た官こたがり璽のに座稲 ’印

居所許の時‘はいではにの

小謂公二に嘗 ＇ 位、あ名起認座も流 を取り残り
屋が本--, 芝 1よ櫓義、指大まりで 国
社座し→ 居正を太古示且せをあ
寺 で式掲夫くす最ん止る
のなすのげ節‘る高° め 羊：

境 II) 0 操 まを大わの昔て櫓L..-, 芦今

内で逍芝し創阪けもはゐ
、あ頓居た始(/)でのこまは
例り堀としし陣すでのす現 雄
ヘまの認‘逍の° し碑-, ヵ：在
ばす櫓め豊頓終 た巴‘浪
生° とら竹堀つ ° 新花
玉こ•しれ座のた そがし座
ヽれて、も竹頃 れ興い‘
座 1-:::: 大所櫓本と 故行建中

,＂＆

",li 

at̀ 

＼ '• 叶



ヘ．

た・..

,
T
f
i
9
 

『心

世の 事がすで居 い櫂 lJ 十 i1) こ隊
で小株をた° す'~竹もが宅五制の‘
す屋が言く古が濱本の生し日令,]、稲
° 掛生.つ'--い‘芝座でじた 'Iこ芝荷
そけじてと本同居‘すた° 二も居‘
のよたゐ皮に i: で豊゜の従十拘‘阿
頃 1) 結る肉二櫓興竹 で末日ら濱禰
に稲果のら吋と行座 すの等ず芝陀
な荷櫓でれをいしの が賞と禁居池
る境をすた並った崩 ‘績興止‘‘
と内掲° のべてり壊 御を行す宮．御
ヽ tこげ はしも‘に 免認 H る地簗
宮進ま ‘櫓竹本伴 櫓め敷事へ‘
地出し 本芝豊座つ のたをが寺天
芝した 座居雨のて 本結蓋出し滴
居た° ょに座空‘ 座果切木芝等
との文 りての櫓操 -. と‘つな居諸
いは築 宮先頃で芝 違 ,1ヽ てい、所
つ何軒 i づと典居 ひ芝許で社に
てとの r、は行は ‘居可‘地出
もい芝・ り趣しこ ー株す終芝来
操つ居 に が報の 段即るに居密
芝てが 隧 違け宮 格ち事 It Iまし
居も高 ち出ひた地 の興 Iこ十度た
で出津 た末まの芝 低行な日々゜

で再櫓と 興な食 櫓し政の・許革は
せ出のなか行口ふ太でた四でさに一
ら登凛つく擢賓 f・こ夫興° 年すれよ方
0 11) 々てしををもや行あ十がたつの
骨し末て持設食三しし二‘結て覇
氣さた >たけへ味てか月年果社者
と‘で なてな線 け＾月、地で
'緊そせ い稲いは脈命 十八の文芝し
張のうに芝荷辛どを六十網業居た
、下° な居で酸う保年五過軒は゜
そに御つに復をにつ間年にの禁虞
粒座免たは蹄嘗か辛、前、-1半芝制が
が頭櫓の非興めゆ苦／］、 ひ居に‘
のをで常行玄け猥屋に‘もな天

砿—得すなをしま維掛ない閉り保
下L.. 枚たが苦したしのけつつ座'+
看喜‘努て° た朕ゃてしの本三

と板び世が居禁が態寄e か止座年
なを''猜あま制‘だ席 法むの＾
つ堂中はつすの人つや 令な芝百

て々空次たが間形た逍免もき居 孟、ノ
現とに第で、に遣の頓 I'こ弛 K だ ， 

れ 据掲 l'C せ櫓もはで堀なみ至け
たえげ駁う即色全すの I)' つがの
の、た然° ち々( 0 空ま安た官改
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三

も芭--, つと島櫓 す下かす でる ゐ
恐 て 文下現 0'- ら が--, /.t. 事ま安

ら ゐ璃五瑠 榮座新築 看 櫓在
の ヽ ‘忠な餘す政

くとま 板 能樅 ＇ のこ 三孝い り か元
明呼す が下 代昔で遠ら年
治んが L... あ太 が頃 目物せ・< ヽ r-. 
五だ 、の の lJ 夫 ‘名長語うな恐八

年の古＜ 上櫓まの 言葉 賓門 L... かいら 十
I・ こ で に下す看 共：太や° 頃< 八
創 'Iま-, 且p 0 板 のに 夫 ヽ に→ 年
め人---, 淫---, 人ち五、と 中-, を鸞 ‘櫓前
ら 形紋代共 に櫓櫓 練下 V

れ形瑠← 下目に 具下下の 座'- I'こ
た浮聘をに春_ 備 L 座看 頭と は

も瑠蒋操 置な太許人官 さ現頭板 のい 一寸
の くつ夫 れ在 と と 樅ふ櫓
で L... L... の たが形 た I V、一 能名下せ II) 操-, を時明瑠浬 も つ連 を目 L.. 

う 名難 治 の呼ての 持は の
かと淫詰人..., 五璃 とん呼繋 つこ 名

° 共瑠哨 し形年文 考でん リ にの前

に た淫瑠正祭座 ヘゐ では 到時が
ヽ← 話月 ら る ゐあ つ分見
看板 箪が璃 '"==, れ→ ま 1J たを え
に•博←松 11) 密櫓す市 の遡て

最高 々 り語は る歩 の形● → 置
の固を と ゃ改 ,1、時紋御に明

地末別使紋..., も う良屋か下免伴治
位歴すひ下あ でがの と を L.. ふ、五

を を る ヽ← れ す認改想創(/)て年

意持事ー1 の ヽ ° め革像め土ヽに
味つ は座頭 語強 らに し ヽ字 日は
すて 出 がひ れつて ‘頃幾
る ゐ末 L. 用て 、いゐ櫓-, 櫓抱多

｀ 
も る ま と ひ蓋 人てま下下負の
のに せ~ も ら別 形ばす L.. 板看 改
と しんい れす のこ° の の 良

思ま がひ ‘れ 大入 語に文を

つ し ‘ ‘事好ば きで を 明ヵn
てて 色 ‘ さ述 官許--, 開へ
・頂も 櫓一寸 々 家明 にべ 紋--, 化て

け‘下L 互の治 迄玄 下 L.. をゐ
ばそ に間に

都影 せん
L. の賓ま

結構 のも流でな と二行す

賀骸 ..., 用 はつ をが 改字 し ゜で 紋し櫓-, て 及 ヽ め を て松

すはし下一 て 芝 ぼ幾 た加 、島

° 芝 は下居 し多 のへ番遊
居 も っ L.. 内 ての も ‘附廓
の 夫き ので ゐ進 こ人に設
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始
天
照
大
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岩
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籠
ら
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給
ひ
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時
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据
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常
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り
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「
一
1

一
番
曳
」
は
芝
居
の
始
ま
る
前
の
儀
式
と
し
て
行
っ
た

も
の
で
、
演
劇
の
起
原
が
稗
事
に
聯
闊
し
て
ゐ
る
こ
と
を
暗
示
し

て
ゐ
る
。
所
で
こ
の
「
一
1

一
番
斐
」
が
能
の
「
翁
」
か
ら
末
た
事
は

周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
歌
舞
伎
ゃ
昔
曲
へ
入
っ
て
儀
式
的
の
場

合
に
の
み
「
翁
」
が
尊
重
さ
れ
、
見
た
目
の
業
し
さ
、
旋
律
の
興

味
は
寧
ろ
一
ー
一
番
斐
の
方
に
集
め
ら
れ
た
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諧
つ
て
昔
曲
で
は
通
稲

「
何
々
一
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香
」
と
云
ふ
位
一
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一
番
斐
中
心
に
な
っ
て
居
リ
、
殊
に
本

曲
で
は
一
一
一
番
斐
が
1

一
人
出
て
ヘ
ト
ー
＼
に
な
る
ま
で
踊
り
競
べ
を

す
る
所
が
特
色
と
な
っ
て
ゐ
ま
す
。
さ
て
餘
談
乍
ら
、
翁
の
白
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色
人
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一
一
一
番
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の
黒
面
は
黒
色
人
種
を
、
千
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の
庫
面

は
黄
色
人
種
を
現
は
し
て
ゐ
る
と
も
云
ふ
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お
さ
ー
＼
申
恐
あ
り
。
と
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l
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ら
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l
＼
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た
ら
り
あ
が
り
ら
4
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と
う
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ち
り
や
た
ら
l
J
l
＼
ら

た
ら
り
あ
が
り
ら
ら
り
と
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0

嗚
る
ば
瀧
の
水
日
ば
照
る
共
た
（

ず
と
う
た
り
あ
り
う
ど
う
l
¥
l
¥
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¥
l
＼
と
嗚
る
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宇
佐

の
稗
の
御
役
に
て
°
笛
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初
昔
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高
窓
ゃ
、
笛
吹
の
大
明
紳
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大

跛
は
高
野
の
大
明
紳
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太
鼓
は
熱
田
の
源
＊
夫
。
い
づ
れ
も
秘
曲

の
打
囃
子
嗚
ば
瀧
の
水
。
日
ば
照
稗
の
稗
勇
め
さ
れ
ば
春
日
の
大

明
稗
。
翁
の
袂
ひ
る
が
へ
す
。
扇
の
手
こ
そ
而
白
ゃ
°
青
に
ぎ
て

宵
丹
よ
し
、
奈
良
の
都
の
三
笠
山
。
か
げ
も
あ
ら
た
に
慈
悲
萬
行

七
五
―
―
―
の
歩
み
の
大
事
十
五
の
拍
子
、
と
り
人
＼
に
萬
代
の
池
の

編
は
甲
に
三
曲
を
戴
い
た
り
0

瀧
の
水
麗
々
と
落
ち
て
、
夜
の
月

あ
ざ
や
か
に
う
か
ん
だ
り
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渚
の
砂
さ
く
l
＼
と
し
て
朝
の
日
の

色
を
ら
う
ず
。
天
下
泰
平
、
國
土
安
穏
の
今
日
の
御
祈
諸
な
り
。

千
秋
萬
歳
悦
び
の
舞
な
れ
ば
一
舞
ま
は
ふ
萬
歳
築
萬
歳
榮
l
¥

l
¥
°
長
久
闘
満
息
災
延
命
今
日
の
御
祈
蒻
な
り
。
お
さ
(

l
＼
お
ふ
悦
び
あ
り
や
、
我
此
所
よ
り
も
、
外
（
は
行
か
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と
ぞ

思
ふ
物
の
一
＝
El

に
つ
れ
て
立
舞
ふ
小
忌
衣
、
千
歳
は
近
江
な
る
白

髪
の
御
稗
な
り
、
黒
食
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は
住
吉
の
大
稗
、
跛
は
浪
の
と
ふ
ど

打
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天
が
原
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岩
戸
に
向
ふ
紳
か
ぐ
ら
、
ふ
そ
ろ
ぐ
せ

り
と
吹
笛
も
、
ぴ
り
や
ひ
し
ぎ
の
昔
色
迄
春
は
霞
の
立
萎
、
サ
ン
・

＼
 

'{し
＼
 

五
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バ
ン
、
物
に
心
得
た
る
後
の
太
夫
殿
に
げ
ん
ぎ
ら
申
そ
う
、
ア
ト

て
う
ど
参
つ
て
候
、
サ
ン
バ
ン
、
誰
お
立
候
ぞ
、
ア
ト
年
頃
の
朋

輩
友
達
御
後
の
為
に
罷
出
で
候
、
今
日
の
一
ー
一
番
斐
猿
架
、
き
り

l
¥

等
常
に
舞
て
お
り
そ
へ
、
色
の
黒
い
尉
殿
、
サ
ン
バ
ン
、
此
色
の

黒
き
局
が
今
日
の
御
祈
菌
を
千
秋
萬
歳
所
繁
昌
と
舞
納
め
ふ
ず
る

事
は
何
よ
り
以
て
安
ふ
ぞ
う
。
先
後
の
太
夫
殿
は
元
の
座
敷
へ
お

も
ー
＼
と
御
直
り
候
へ
。
ア
ト
某
が
元
の
座
敷
（
直
ろ
う
ず
る
事

は
尉
殿
の
舞
よ
り
も
い
と
安
ふ
ぞ
う
、
御
舞
な
ふ
て
は
直
り
候
ま

じ
御
舞
候
へ
、
サ
ン
バ
ン
、
御
直
り
候
へ
御
舞
候
へ
、
サ
ン
バ
ン

ぁ
4

ゆ
ろ
ば
た
し
や
ア
ト
さ
ら
ば
鈴
を
参
ら
せ
ふ
、
サ
ン
バ
ン
、

そ
な
た
こ
そ
、
初
日
は
賭
願
満
足
闘
満
1

一
日
の
日
は
又
ニ
ッ
柱
鋼

女
の
稗
子
が
一
、
1

一
、
三
、
四
、
五
、
．
．
六
、
七
、
八
、
九
度
か
百

千
萬
の
舞
の
袖
五
月
の
さ
女
房
が
笠
の
緒
を
列
ね
て
早
苗
お
つ
と

リ
打
上
げ
て
諷
ふ
た
千
町
萬
町
低
萬
町
三
人
田
を
ば
ぞ
ん
ふ
り
ぞ

l
＼
そ
ん
ぶ
リ
ー
＼

l
¥
ぞ
御
田
を
植
る
な
ら
ば
笠
か
ふ
て
着
せ

ふ
ぞ
、
笠
買
ふ
て
た
も
る
な
ら
ば
猶
も
田
を
植
ふ
よ
、
一
1

一
日
は
禰

徳
貴
揺
闘
満
子
徳
人
の
子
賓
車
座
に
な
ら
べ
た
。
た
つ
ま
つ
い
る

ま
つ
か
い
つ
く
ひ
つ
付
火
う
ち
袋
に
ふ
4

り
と
付
て
候
ぞ
、
是
式
．

三
の
故
賞
に
て
、
三
日
、
是
を
舞
と
か
ゃ
柳
は
緑
花
は
紅
、
敷
々

ゃ
濱
の
属
砂
は
塞
る
共
、
盤
せ
ぬ
和
歌
ぞ
敷
島
の
稗
の
数
の
國
津

民
治
ま
る
家
こ
そ
目
出
た
け
れ
。



富女讃阿三時三

浦

• 之
助
人

義
形

郎る局局母姫村

田房岐波浦

お之

六く (7.).(7.)助

一

浦

之

助

別

れ

前
の

-段
桐桐桐吉吉桐吉割野竹豊豊・

竹竹竹田田竹田

紋小文紋光
，門政、 ・

太兵五十之

役

造亀郎吉郎郎助

澤本澤竹

勝伊仙呂

逹

太

平夫糸夫

太

さ

ん

だ

い

言

三

代

記

三

浦

之

助

別

れ

の

段

佐

々

木

高

綱

物

語

の

段

享
保
一
ー
一
年
正
月
（
1

1

三
七
八
）
豊
竹
座
上
演
の
紀
海
昔
作
の
同

名
の
も
の
が
あ
る
が
本
曲
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。

本
曲
は
、
天
明
元
年
三
月
廿
七
日
（
11
四
四
一
）
よ
り
江
戸
肥

前
座
に
上
演
さ
れ
た
全
十
段
よ
り
な
る
作
者
不
詳
の
も
の
で
題
材

は
大
阪
夏
の
陣
を
素
材
に
し
て
世
界
を
鎌
倉
に
と
り
、
三
浦
之
助

は
木
村
重
成
、
時
姫
は
千
姫
、
佐
々
木
高
綱
は
輯
田
幸
村
、
北
條

時
致
は
穂
川
家
康
で
、
坂
本
城
を
大
阪
城
に
恨
託
し
た
も
の
。

懲
と
孝
と
の
ヂ
レ
ン
マ
に
陥
つ
て
苦
悶
す
る
悲
劇
的
人
物
と
し

て
時
姫
を
描
い
た
こ
の
第
七
三
浦
之
助
内
の
段
が
全
篇
の
山
と
な

つ
て
ゐ
る
。
別
に
こ
の
第
七
三
浦
内
の
段
を
八
ッ
目
と
も
云
ふ
が

こ
れ
は
第
二
評
議
の
次
に
松
原
を
第
一
―
ー
に
立
て
、
和
田
兵
衛
館
を

四
つ
目
に
し
て
順
ぐ
り
に
敷
（
た
結
果
で
文
化
十
一
年
五
月
（
11

四
七
四
）
の
豊
竹
座
の
興
行
に
は
既
に
斯
う
な
っ
て
ゐ
る
。

尚
、
こ
4

に
注
意
す
べ
き
は
作
意
上
よ
り
み
て
「
近
江
源
氏
先

鎌全

倉i
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浦

之

助

母

宮

田

六

郎

女

房

お

く

る

安
逹
藤
三
郎

賞
＾
佐
々
木
高
綱

三

浦

之

助

義

村

時

姫

吉

湛ー9

鳴5

上
0

田

文

五

郎

桐

竹

門

造

桐

竹

政

亀

吉

田

光

之

助

吉

田

榮

桐

竹

紋

十

郎

人

形

役

割

鶴

澤

清

次

郎

切

竹

本

大

隅

太

夫

佐

々

木

高

綱

物

語

の

段

"・. 込 梗

概

陣
館
」

G
明
和
六
年
＋

1一月
111一四
1一九
11再
興
の
竹
本
座
上
演

の
近
松
半
1

一
他
の
作
）
に
次
い
で
同
じ
く
竹
本
座
に
明
和
七
年
五

月
廿
1

一
日
よ
り
上
演
さ
れ
、
そ
の
筋
か
ら
上
演
禁
止
を
命
ぜ
ら
た

（
六
月
十
六
日
限
り
中
止
、
為
め
に
正
本
出
で
ず
）
作
者
不
詳
、
’

0
近
松
半
1

一
と
も
）
の
「
近
江
源
氏
太
平
頭
黎
飾
」
全
九
段
で
、

こ
れ
が
恐
ら
く
改
修
さ
れ
、
江
戸
で
復
活
上
演
さ
れ
た
の
が
こ
の

「
鎌
倉
一
二
代
記
」
で
あ
る
事
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
江
戸
で
の
初

演
後
間
も
な
く
同
年
六
月
に
は
大
阪
堀
江
市
の
側
の
芝
居
で
も
こ

の
「
鎌
ー
―
-
」
は
上
演
さ
れ
、
同
八
月
に
は
「
花
飾
ー
―
一
代
記
，
一
と
題

し
て
讀
本
浄
瑠
哨
と
し
て
刊
行
も
さ
れ
た
。

坂
本
城
の
頼
家
公
と
鎌
倉
の
北
條
時
政
公
と
不
和
と
な

り
、
遂
に
戦
端
が
開
か
れ
た
。

三
浦
之
助
義
村
は
幼
時
よ
り
母
に
別
れ
て
坂
本
城
に
奉

公
し
て
ゐ
た
が
、
母
が
大
病
と
聞
い
て
戦
場
か
ら
痛
手
を

お
さ
へ
て
絹
川
村
の
閑
居
を
見
舞
に
駈
け
つ
け
た
。
母
の

看
病
を
す
る
時
姫
は
時
政
の
娘
で
、
三
浦
之
助
の
許
線
で

あ
る
。
母
は
我
子
の
未
練
を
喜
ば
な
か
っ
た
が
、
時
姫
は

八

゜



,, 
, -(.>, 

●’ 

鴫

夫
が
蹄
っ
た
の
で
飛
び
立
つ
計
り
、
然
し
三
浦
之
助
に
と

つ
て
は
敵
方
の
大
将
の
娘
と
て
、
夫
に
立
て
る
操
が
あ
れ

ば
父
時
政
の
首
を
討
て
と
命
す
る
。

時
姫
は
之
よ
り
先
父
時
政
か
ら
も
三
浦
之
助
と
縁
を
切

り
其
の
證
檬
に
母
を
殺
し
て
戻
れ
と
命
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。

｀
夫
に
つ
く
か
、
親
の
味
方
か
、
恩
と
燈
と
の
二
途
に
立
ち

今
は
絶
封
絶
命
の
板
挟
み
と
な
っ
た
が
、
途
に
思
ひ
切
っ

て
、
北
條
時
政
打
つ
て
見
せ
よ
う
と
返
事
し
て
逝
か
に
父

に
詫
び
た
。

先
に
阿
波
の
局
と
讃
岐
の
局
と
は
時
政
の
命
に
よ
っ
て

時
姫
を
連
れ
戻
ら
う
と
し
て
居
る
。
富
田
六
郎
も
忍
ん
で

ゐ
る
。
阪
本
方
の
佐
々
木
高
綱
は
安
逹
藤
三
郎
に
面
相
が

似
て
ゐ
る
為
、
愛
名
し
て
鎌
倉
方
の
内
幕
に
潜
み
、
表
面

は
鎌
倉
方
と
見
せ
か
け
て
ゐ
た
。

始
終
の
様
子
を
立
聞
い
た
藤
三
郎
の
女
房
お
く
る
が
、

行
が
け
る
の
を
三
浦
之
助
が
捕
へ
る
。
お
く
る
に
促
さ
れ

て
六
郎
が
井
筒
へ
駈
け
寄
っ
た
が
、
下
か
ら
突
出
さ
れ
た

槍
に
命
を
落
す
。
井
筒
よ
り
は
藤
三
郎
質
は
佐
々
木
四
郎

_,411 

九

-~ 
，，，， 
.f 
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攣

高
綱
凛
々
し
い
姿
で
現
は
れ
、
石
山
の
陣
で
お
く
る
の
夫

藤
三
郎
と
身
を
換
へ
、
藤
三
郎
は
高
綱
の
身
替
り
に
討
た

れ
た
始
終
を
物
語
り
、
時
姫
を
促
し
て
時
致
の
陣
所
へ
靡

ら

う

と

す

る

。

＿

小
手
調
ら
べ
に
突
出
し
た
時
姫
の
槍
に
老
母
は
貫
か
れ

て
、
父
へ
の
土
産
は
出
来
た
。
こ
の
姑
へ
の
返
膿
を
忘
れ

る
な
と
激
動
す
る
。

．

．

．

 

あ
と
に
心
を
ひ
か
れ
乍
ら
、
佐
々
木
高
綱
に
動
ま
さ
れ

て
三
浦
之
助
は
勇
ん
で
戦
場
へ
馳
せ
向
ふ
•
…••
O

（
佐
和
利
）
三
浦
之
助
別
れ
の
段

時
姫
あ
は
て
抱
き
留
め
、
の
ふ

n
レ
待
て
下
．
さ
ん
せ
、
折
角
額

見
た
甲
斐
も
な
ふ
最
ふ
別
か
る
4

と
は
曲
も
な
い
、
親
に
脊
い
て

こ
が
れ
た
殿
御
、
夫
婦
の
か
た
め
な
い
中
は
ど
ふ
や
ら
つ
ん
と
心

が
済
ま
ん
、
短
い
夏
の
一
夜
さ
に
忠
義
の
か
く
る
事
も
あ
る
ま
い
．

是
程
ま
で
に
付
し
た
ふ
わ
た
し
が
心
思
ひ
や
っ
て
．
く
れ
も
せ
で
、

心
強
や
と
緋
誠
に
う
ち
紫
の
色
深
き
0

.
 

:
 

佐
々
木
高
綱
物
語
の
段

員
中
に
ど
つ
か
と
座
し
時
姫
の
不
審
尤
も
あ
れ
に
居
る
お
く
る

'.c 

••• 
i
拿

-~ 

·•、- •• ヽ

が
夫
藤
三
郎
と
い
ひ
し
は
面
体
我
に
見
ま
が
ふ
ば
か
り
似
た
る
を

幸
ひ
債
を
く
れ
て
命
を
買
取
り
去
年
石
山
の
陣
に
て
北
條
家
を
欺

む
き
し
佐
々
木
が
陳
首
こ
そ
彼
藤
三
郎
、
僅
か
の
恩
に
不
便
の
最

期
女
が
心
思
ひ
や
る
、
龍
は
時
を
得
て
天
地
に
幡
る
時
を
失
へ
ば

い
も
り
鉦
矧
と
身
を
潜
む
‘
我
君
の
為
に
軍
慮
を
め
ぐ
ら
し
肺
肝

を
砕
く
と
い
へ
ど
も
頼
家
公
の
武
運
拙
な
さ
、
な
す
事
す
る
事
一

つ
も
な
ら
ず
、
此
度
の
合
戦
は
坂
本
城
滅
亡
の
時
、
天
よ
り
亡
ぽ

す
主
人
の
運
命
（
エ
ヽ
無
念
の
欝
憤
止
む
事
な
く
も
は
や
斗
略
の

術
つ
き
は
て
た
る
せ
ん
の
つ
ま
リ
、
百
計
の
中
の
た
っ
た
一
計
、

お
く
る
に
得
と
申
し
ふ
く
め
死
し
た
る
籐
一
1

一
が
名
を
か
つ
て
、
産

の
土
民
に
栴
ら
（
清
し
指
に
も
足
ら
ぬ
端
武
者
共
に
安
々
と
生
捕

ら
れ
時
政
の
前
に
引
出
さ
れ
し
は
地
獄
の
上
の
一
足
飛
未
だ
天
逍

捨
賜
は
ざ
る
印
し
に
や
さ
し
も
明
察
の
北
條
殿
匹
夫
下
郎
に
相
違

あ
ら
じ
と

n

レ
此
つ
ら
に
入
れ
墨
．
を
さ
4

れ
し
時
の
其
嬉
し
さ
此

印
し
あ
る
時
は
は
く
ち
う
に
往
末
す
る
共
佐
々
木
と
と
が
む
る
者

も
な
し
、
我
命
だ
に
あ
る
な
ら
ば
時
節
を
待
て
再
び
京
都
の
旗
下

に
ひ
る
が
へ
さ
ん
と
心
の
笑
、
折
節
姫
を
迎
ひ
の
使
者
言
ひ
付
け

ら
れ
し
は
＾
ヽ
ア
こ
れ
幸
ひ
百
萬
の
大
軍
よ
り
討
取
が
た
き
1

人

を
討
つ
謀
り
ご
と
は
姫
に
あ
り
と
密
か
に
三
浦
へ
内
蓮
し
し
め
し

合
は
せ
し
計
略
は
づ
れ
ず
姫
の
心
底
椒
ま
る
上
は
大
願
成
就
時
木

れ
り
＾
ヽ
ヽ
＾
ァ
ヽ
ヽ
ヽ
嬉
し
l
＼
悦
こ
ば
し
と
い
さ
め
る
面
色

威
あ
っ
て
猛
く
寅
に
名
に
し
あ
ふ
坂
本
の
線
大
狩
と
類
ひ
な
き
。
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橘

豊

澤

廣

助

レ ． 
~----• -------竹豊豊竹竹

本竹

南松

次島

太太

夫夫

竹本本本竹本竹

宮津常

太
磨子

太太

夫夫夫

ツ

姫,---..._ -、竹豊~ 竹豊

富

太

夫

―
―
―
瀧
太
夫

呂

太

夫

伊

逹

太

夫

お

み

わ

竹

本

爾

太

夫

道

行

燈

の

小

田

巻

古
く
幸
若
舞
曲
の
「
大
戦
冠
」
を
承
け
、
操
淫
瑠
萌
に
睦
原
鎌

足
と
蘇
我
入
鹿
大
臣
の
こ
と
を
仕
組
ん
だ
も
の
に
正
穂
元
年
（
1)

―――七

E)
竹
本
座
上
演
の
大
近
松
作
「
大
職
冠
」
寛
保
三
年
(
1
1

四

0
1―
-
）
四
月
、
竹
本
座
上
演
の
竹
田
出
雲
作
「
入
鹿
大
臣
皇
都

謹
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
暗
示
を
受
け
て
作
ら
れ
た
の
が
こ
の
「
妹

脊
山
婦
女
庭
訓
」
全
五
段
で
、
作
者
ば
近
松
半
1

一
、
松
田
ば
く
、

榮
蒋
平
、
近
松
東
南
に
後
見
と
し
て
一
1

一
好
松
洛
が
名
を
列
ね
、
明

和
八
年
（
11
四一＝

E)
正
月
、
竹
本
座
に
上
演
さ
れ
た
。
結
構
は

雄
大
、
趣
向
は
奇
妙
、
正
に
王
朝
物
の
代
表
作
で
、
大
和
方
面
に

古
末
有
名
な
諒
話
停
説
を
活
用
し
巧
炒
複
雑
な
技
巧
の
柩
致
を
見

せ
て
ゐ
る
°
殊
に
全
五
段
の
中
で
は
か
の
一
1

一
段
目
切
山
の
段
が
舞

癌
技
巧
の
頂
助
を
示
す
も
の
と
し
て
名
高
く
、
こ
の
逍
行
は
そ
の

第
四
段
目
に
嘗
lJ‘

鐙
七
上
使
、
姫
戻
り
、
金
殿
へ
と
綾
い
て
行

゜
＜
 

道

行

懇

の

小

田

巻

鮨

脊

血

婿

如

庭

卿
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五

郎
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橘

姫

桐

竹

紋

十

郎

人

形

役

割

豊鶴竹豊

澤澤

猿

郎

ッ
~
レ

求

・

女

本竹

隅和
若泉・

太太

叶夫夫

豊

澤

C• 

野豊

澤

仙吉

松 蔵

澤

廣

鶴

澤

友

十

郎

常
闇
の
夜
々
毎
に
通
ひ
て
は
又
締
る
さ
の
逍
も
せ
き
も
せ
そ
れ

も
何
故
憩
故
に
や
っ
る
4

所
證
は
づ
か
し
と
悌
隠
す
薄
衣
に
つ

4

め
ど
薫
り
橘
姫
、
思
は
ぬ
人
を
思
ひ
詫
心
の
た
け
を
く
ど
け
ど
も

つ
れ
な
き
松
の
下
紅
葉
こ
が
れ
て
た
（
ん
た
ま
の
を
も
殿
故
な
ら

ば
捨
草
も
暫
し
は
い
か
ふ
芝
村
の
賤
の
男
が
置
手
拭
で
忍
び
忍
ぴ

の
出
あ
い
づ
ま
晩
に
ご
ざ
ら
ば
ナ
コ
レ
の
ん
ゃ
ほ
ん
に
さ
脊
戸
の

柿
の
木
の
枝
こ
へ
て
連
理
を
契
る
言
の
葉
は
そ
れ
も
懲
中
愛
は
ま

た
箸
中
村
よ
一
も
つ
の
長
者
が
後
と
名
に
ひ
ゞ
＜
釜
が
口
を
も
出

放
れ
て
あ
ゆ
む
に
く
ら
き
く
れ
竹
の
し
げ
れ
る
中
を
分
行
け
ば
葉

毎
の
露
が
ほ
ろ

l
＼
と
ほ
ろ
4

打
な
る
雉
子
の
弊
思
ひ
く
ら
べ
て

い
と
ゞ
猶
心
細
野
に
立
つ
く
す
に
く
や
か
ゞ
し
に
お
ど
さ
る
4

わ

れ
が
姿
に
又
お
ぢ
て
は
つ
と
立
行
笏
風
に
つ
れ
て
ち
り

l
＼
ち
る

ゃ
柳
本
流
る
4
水
に
裾
ぬ
れ
て
物
思
『
へ
と
や
瞥
と
け
の
里
羨
し
自

は
つ
い
に
一
度
の
悔
さ
（
な
い
て
身
を
し
る
涙
雨
ふ
る
の
社
の
御

燈
の
影
か
松
の
木
の
間
に
ち
4
ち
ち
と
見
へ
つ
隠
れ
つ
降
る
さ
の

後
を
求
女
が
し
た
ひ
末
て
、
互
に
は
た
と
行
合
の
星
の
光
り
に
顔

と
顔
、
ヤ
ア
懸
人
か
何
故
に
妥
迄
後
を
追
鳥
は
も
し
ゃ
時
の
契
り

を
も
叶
（
て
や
ろ
と
の
お
心
か
と
胸
に
は
い
へ
ど
詞
に
は
面
は
ゆ

（

野

澤

勝

平

鶴

澤

友

衛

門

（
床
本
）

道
行
懇
の
小
田
巻

- ..'. 

互，ヽ
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ぶ
lJ
の
袖
几
猥
な
る
ほ
ど
せ
つ
な
る
心
ざ
し
仇
に
思
は
じ
さ
り
な

が
ら
さ
ほ
ど
こ
が
る

4
憩
路
に
て
、
壼
を
ば
何
と
う
ば
玉
の
夜
斗

り
な
る
通
ひ
路
は
い
と
ふ
し
ん
な
り
、
名
所
を
聞
い
た
る
上
は
こ

な
た
よ
り
1

一
世
の
か
た
め
は
願
ふ
事
明
さ
せ
賜
へ
と
ひ
た
す
ら
に

問
は
れ
て
賀
に
も
恥
か
し
の
も
っ
て
餘
れ
る
憂
身
の
上
語
る
に
つ

ら
き
葛
城
の
嶺
の
白
雲
有
ぞ
と
も
さ
だ
か
な
ら
ざ
る
賤
の
女
と
思

ふ
て
深
い
疑
ひ
の
雲
を
睛
し
て
自
が
思
ひ
も
睛
ら
し
て
賜
は
ら
ば

ど
ん
な
仰
も
背
く
ま
い
、
た
と
へ
草
葉
の
欝
霜
と
消
て
も
何
の
い

と
や
せ
ぬ
、
こ
れ
程
思
ふ
に
胴
慾
な
と
け
ぬ
お
前
の
お
心
は
餘
り

む
す
ぶ
の
稗
様
を
祈
り
邁
し
た
と
が
め
か
や
つ
れ
な
の
君
ゃ
と
恨

詫
思
ひ
胤
る

4
薄
か
げ
、
そ
れ
と
お
三
輪
は
走
lJ
寄
り
中
を
隔
て

.
4
立
柳
立
退
く
袂
引
と
ゞ
め
、
ヱ
ヽ
開
へ
ま
せ
ぬ
求
女
様
、
ソ
リ

ャ
氣
の
多
い
縣
性
な
そ
も
や
1

一
人
が
馴
れ
初
め
は
、
始
め
て
三
輪

の
過
し
夜
に
葉
ご
し
の
月
の
悌
は
お
公
家
様
や
ら
侍
様
や
ら
し
れ

ぬ
形
ふ
り
す
つ
き
り
と
水
際
の
立
よ
い
男
外
の
女
は
禁
制
と
し
め

て
か
た
め
し
肌
と
肌
、
主
あ
る
人
を
ば
大
朦
な
断
り
な
し
に
惚
る

と
は
ど
ん
な
本
に
も
あ
り
や
せ
ま
い
、
女
庭
訓
躾
方
よ
ふ
見
ゃ
し

ゃ
ん
せ
ヱ
、
嗜
み
な
さ
れ
女
．
中
様
、
イ
ヤ
そ
も
じ
述
た
か
ち
ね
の

ゆ
る
せ
し
中
で
も
な
い
か
ら
は
懲
は
仕
が
ち
よ
我
殿
様
、
イ
ヽ
ヤ
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わ
た
し
が
イ
ヤ
わ
し
が
と
A

の
に
鎚
り
つ
手
を
取
っ
て
園
に
色
よ

＜
疾
草
時
は
男
女
に
な
ぞ
ら
へ
い
は
ゞ
言
は
れ
ふ
物
か
夕
顔
の
梅

は
も
の

4

ふ
棲
は
公
家
よ
、
山
吹
は
傾
城
杜
若
は
女
房
よ
、
い
ろ
．

は
似
た
り
や
菖
蒲
は
め
か
け
、
牡
丹
は
奥
方
よ
、
桐
は
御
主
殿
姫

百
合
は
娘
ざ
か
り
と
な
で
し
こ
の
サ
ア
な
る
ぞ
へ

l
¥`
な
る
と
な

ら
ず
と
な
ら
坂
ゃ
兒
手
柏
の
1

一
人
の
女
に
ら
め
ば
に
ら
む
萩
と
萩

中
に
も
た
る
4

男
べ
し
放
ち
は
や
ら
じ
と
鎚
り
付
き
こ
な
た
が
引

け
ば
あ
な
た
が
と
ゞ
め
懲
の
柵
葛
葛
付
き
市
と
ば
れ
て
く
る

l
¥

ー
＼
廻
る
や
一
1

―
つ
の
小
車
の
花
よ
り
し
ら
む
横
雲
の
た
な
び
き
渡

り
あ
り

l
＼
と
一
二
笠
の
山
も
程
近
く
嗚
る
鐘
の
昔
に
お
ど
ろ
く
姫

諮
る
所
は
い
づ
く
ぞ
と
求
女
が
氣
轄
振
lJ
袖
の
端
に
ぬ
ふ
て
ふ
取

り
か
は
す
縁
の
お
だ
巻
い
と
し
さ
の
餘
つ
て
一
1

一
輪
も
恰
氣
の
針
男

の
裾
に
付
け
る
共
し
ら
ず
し
る
し
の
糸
筋
を
し
た
ひ
し
た
ふ
て
。

i.P 

勇
炉
丘
L

勺

t
e
t配島
虚
鳶
緊
公
略
¢
討
合
＇
、
サ
，

△

初

代

明
治
期
の
女
形
逍
ひ
の
名
人
吉
田
辰
造
の
門
に
入
っ
て
辰
吉
と

名
乗
り
、
つ
い
で
桐
竹
線
松
と
改
名
（
明
治
十
七
年
彦
六
座
）
。

振
袖
物
、
三
枚
目
も
の
、
及
び
荒
物
を
も
得
意
と
し
、
殊
に
所

作
事
の
足
を
遣
つ
て
は
並
ぶ
も
の
が
な
か
っ
た
と
云
は
れ
る
。

晩
年
は
不
遇
で
明
治
冊
一
年
1

月
歿
す
。

△

二

代

現
吉
田
文
五
郎
の
前
名
°
十
六
歳
の
時
、
吉
田
玉
助
の
門
に
入

り
蓑
助
と
名
乗
る
°
明
治
四
十
一
年
1

一
代
桐
竹
幽
松
を
相
縦
し

G

京
都
南
座
に
出
勤
中
）
、
間
も
な
く
翌
四
十
1

一
年
吉
田
文
五

郎

と

改

名

し

今

日

に

及

ぶ

。

・

△

-

＝

代

約
廿
年
前
現
吉
田
文
五
郎
の
門
に
入
り
吉
田
文
作
を
名
乗
る
。

支
那
事
甕
勃
褻
と
同
時
に
召
さ
れ
て
大
陸
に
赫
々
の
武
勁
を
樹

て
去
る
十
五
年
五
月
諮
還
。
以
後
菰
逍
に
精
進
中
、
嘗
興
行
よ

り
1

二
代
組
松
を
襲
ふ
事
に
な
っ
た
も
の
。

G
主
と
し
て
吉
田
文
五
郎
氏
談
に
よ
る
）

"7・

ー，、｝

，
 

桐
竹
亀
松
の
代
々

一
四



廻

し

の

久

八

吉

田

玉

穂

五

井

筒

屋

造
、1

俺

兵

衛

吉

田

玉

幸

仲

買

勘

吉

田

多

郎

横

淵

官

左

衛

門

吉

田

玉

市

人

形

役

割

野

澤

吉

五

郎

竹

本

相

生

太

夫

四

條

河

原

の

段

「
そ
れ
ゃ
開
え
密
せ
ぬ
停
兵
衛
さ
ん
」
で
有
名
な
こ
の
淫
瑠
璃

は
、
そ
の
賞
、
作
ら
れ
た
時
も
、
作
者
も
未
だ
詳
で
な
い
。
天
明

五
年
五
月
五
日
(
1

一
四
四
五
）
か
ら
江
戸
の
肥
前
座
で
上
演
さ
れ

た
時
の
正
本
に
作
者
と
じ
て
為
川
宗
輔
、
筒
井
牛
1

1

、
奈
河
七
五

三
助
が
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
恐
ら
く
既
作
品
に
少
々
筆
を
加
(

た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
は
こ
れ
よ
り
先
き
天
明
1

一
年
に
は
江

戸
外
記
座
で
八
重
太
夫
が
堀
川
の
段
を
語
り
、
天

!lR¥1
一
年
に
は
大

阪
北
堀
江
座
で
、
同
じ
く
八
重
太
夫
が
堀
川
を
語
っ
た
と
云
ふ
記

録
が
残
っ
て
ゐ
る
事
か
ら
推
し
て
考
（
ら
れ
る
。
と
も
角
、
本
曲

は
上
中
下
三
巻
六
段
か
ら
な
り
、
堀
川
の
段
は
そ
の
中
之
巻
に
嘗

る
。
そ
し
て
こ
の
全
曲
は
新
作
と
呼
ぶ
に
憚
る
様
な
成
立
過
程
を

も
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
本
曲
よ
り
以
前
に
作
ら
れ
た
有
名
な
二
つ
の

浮
瑠
哨
ー
ー
明
和
元
年
五
月

2
四
1

一
四
）
竹
本
座
上
揚
、
「
京

蒻
1

一
重
娘
氣
質
」
近
松
牛
1

一
、
竹
本
・
三
郎
兵
帯
作
、
並
び
に

OO和

堀四

條川

猿
河

原

の

段

廻

し

の

段

も

か

ご

ろ

か

は

ら

た

て

ひ

言

翌
認
近
頃
河
原
の
逹
引

i' 

ー

'lgも
よ
う
‘
氾
ぶ
｀
屯

fi'内

り
ぃ
主

t

ィ』，

., .. , 

拿

＼が
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井

筒

屋

偉

兵

衛

吉

~,~ 田,. 
@io 

玉

幸

娘

お

俊

吉

田

文

五

郎

兄

典

次

郎

吉

田

榮

弟

子

お

つ

る

桐

竹

紋

司

典

次

郎

の

母

吉

田

小

兵

吉

人

形

役

割

＇ 

ツ
レ

鶴

澤

友

衛

門

鶴

澤

消

切

堀

J[[ 

猿

廻、

し

の

段

Iヽ

豊

竹

古

靱

太

夫

~· 

冬
ざ
れ
て
川
風
寒
く
吹
き
す
さ
ぶ
四
條
河
原
の
夜
。
偉

兵
衛
の
懸
人
お
し
ゅ
ん
に
横
懲
慕
の
横
淵
官
左
衛
門
は
、

主
家
の
賓
物
詮
議
中
の
偲
兵
衛
を
、
賓
物
一
件
に
か
こ
っ

け
て
此
臨
へ
誘
び
出
し
殺
し
て
し
ま
は
う
と
悪
企
み
を
し

て
ゐ
た
。

そ
ん
な
事
と
は
露
郊
ら
ぬ
偲
兵
衛
は
、
官
左
衛
門
が
持

梗

概

五
年
十
1

一
月
、
北
堀
江
座
上
場
、
「
紙
子
仕
立
雨
面
鑑
」
、
菅
専

助
作

I
か
ら
大
た
い
の
構
造
、
詞
章
ま
で
借
用
し
て
寄
木
細
工

式
に
つ
く
り
あ
げ
ぢ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

更
に
そ
の
素
材
と
な
っ
た
賀
説
も
正
確
・
に
は
分
ら
な
い
。
た
ゞ

普
通
よ
く
説
か
れ
て
ゐ
る
の
は
元
文
―
―
一
年
（
1

1

三
九
八
）
中
に
京

都
で
起
っ
た
―
―
―
つ
の
事
件
、
即
ち
哭
服
屋
井
筒
屋
偲
兵
衛
と
先
斗

町
近
江
厖
の
抱
（
お
俊
の
聖
殿
院
の
森
の
悔
死
事
件
(
+
一
月
十

六
日
）
、
四
條
河
原
に
於
け
る
公
卿
侍
と
所
司
代
の
下
部
と
の
匁

傷
沙
汰

C
十
一
月
十
一
―

-
R
)
、
堀
川
に
住
む
猿
廻
し
丹
波
屋
佐
吉

が
孝
子
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
事

C

九
月
廿
七
日
）
を
取
入
れ
て
脚

色
し
た
と
云
ふ
説
が
廣
く
行
は
れ
て
ゐ
る
。 -1̂ 



お
し
ゅ
ん
の
母
は
京
の
堀
川
邊
に
住
居
し
て
琴
三
味
線

を
教
へ
、
長
男
の
典
次
郎
は
猿
廻
し
と
な
つ
て
貧
し
う
暮

し
て
ゐ
る
。
師
走
の
十
五
日
、
殺
へ
兒
の
お
つ
る
が
習
ひ

に
来
た
の
で
、
鳥
邊
山
の
唄
の
三
味
線
を
教
へ
て
蹄
す
。

日
暮
前
に
典
次
郎
は
小
風
呂
敷
を
持
ち
猿
を
肩
に
載
せ
て

戻
り
、
盲
目
の
母
を
い
た
は
つ
て
慰
め
た
。
母
は
「
廓
の

そ
れ
か
ら
敷
日
経
っ
た
：
．
．
．
．
．
．
．
o

つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
賓
物
を
譲
つ
て
哭
れ
と
頼
み
に
頼
む
。

然
し
官
左
衛
門
は
河
原
の
石
に
叩
き
つ
け
て
賓
物
の
茶
入

れ
を
打
ち
壊
し
、
そ
の
上
、
偲
兵
衛
を
殺
し
て
お
し
ゅ
ん

を
我
が
も
の
に
す
る
と
罵
る
。

今
は
た
ま
り
か
ね
た
偲
兵
衛
。
最
早
こ
れ
ま
で
と
官
左

衛
門
に
斬
り
つ
け
る
。
そ
し
て
石
に
滑
っ
た
官
左
衛
門
を

殺

し

て

し

ま

っ

た

。

'

犯
し
た
罪
に
偲
兵
衛
は
自
害
し
よ
う
と
す
る
。
然
し
折

柄
駆
け
付
け
た
久
八
の
計
ひ
で
こ
の
場
を
落
ち
る
事
に
な

る。

-a, 

． 

-
_,.;.) 

ヽ

一
七

主
人
が
娘
を
連
れ
て
来
て
、
お
し
ゅ
ん
と
患
仲
の
傭
兵
衛

が
人
殺
し
を
し
た
為
、
お
し
ゅ
ん
を
内
に
置
き
難
く
、
；
ど

う
ぞ
僻
兵
衛
に
逢
は
せ
ぬ
や
う
に
匿
ま
つ
て
く
れ
と
言
う

て
蹄
っ
た
」
と
、
語
っ
て
嘆
い
た
。

興
次
郎
は
往
来
の
人
に
間
か
れ
ぬ
や
う
に
門
口
を
鎖
し

お
し
ゅ
ん
を
呼
ん
で
栂
と
共
に
懇
に
諭
し
、
傭
兵
衛
と
の

緑
切
り
敗
を
書
か
せ
た
が
、
母
は
盲
目
、
兄
は
無
筆
で
あ

る
か
ら
、
何
を
書
い
た
か
知
ら
ぬ
ど
も
、
お
し
ゅ
ん
が
氣

休
め
の
言
葉
に
安
心
し
て
一
＿
一
人
共
に
賎
所
に
入
っ
た
。

夜
更
け
て
傭
兵
衛
は
、
お
し
ゅ
ん
を
尋
ね
て
来
て
戸
を

叩
い
た
。
寝
な
い
で
ゐ
た
お
し
ゅ
ん
は
飛
び
出
て
「
侮
兵

衛
様
よ
う
逢
び
に
来
て
下
さ
っ
た
」
と
、
言
ひ
な
が
ら
戸

を
明
け
た
音
に
、
母
も
兄
も
目
を
覺
す
。
臆
病
者
の
兄
は

あ
わ
て
4

暗
紛
れ
に
取
違
へ
て
、
お
し
ゅ
ん
を
締
出
し
停

兵
衛
を
内
に
入
れ
、
燈
火
を
獣
し
て
見
れ
ば
傭
兵
衛
で
あ

る
の
に
驚
き
、
お
し
ゅ
ん
の
縁
切
り
朕
を
突
付
け
た
。
偲
，

兵
衛
は
怨
し
げ
に
之
を
受
取
っ
て
語
め
ば
、
女
の
守
る
べ

き
道
を
説
き
、
偲
兵
衛
と
共
に
死
ぬ
覺
柄
を
述
べ
、
ど
う
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\~ 
言

ぞ
不
孝
の
罪
を
お
赦
し
下
さ
れ
と
、
こ
ま
ご
ま
と
記
し
た

書
置
で
あ
る
。
三
人
と
も
は
つ
と
た
ま
げ
、
「
さ
て
は
さ

う
し
た
心
で
あ
っ
た
か
」
と
、
典
次
郎
は
急
い
で
娘
を
引

入
れ
る
。

傭
兵
衛
は
「
わ
し
を
さ
う
ま
で
思
う
て
く
れ
る
か
添
い

お
前
は
お
二
人
の
為
に
生
き
長
ら
へ
て
、
我
が
死
後
の
弔

を
頼
む
」
と
泣
け
ば
、
お
し
ゅ
ん
は
「
そ
り
や
聞
え
ま
せ

ぬ
傭
兵
衛
様
」
と
、
女
の
守
る
道
を
語
っ
て
自
殺
し
よ
う

と
す
る
。
母
も
典
次
郎
も
之
を
押
止
め
、
娘
の
貞
心
に
感

じ
て
偲
兵
衛
に
任
せ
「
二
人
共
に
逃
げ
ら
れ
る
だ
け
は
逃

げ
て
、
死
な
す
に
ゐ
て
く
れ
」
と
別
れ
を
悲
し
む
。

典
次
郎
は
傭
兵
衛
に
編
笠
を
典
へ
て
姿
を
愛
へ
さ
せ
、

門
出
の
祝
と
て
酒
を
酌
み
交
し
、
猿
廻
し
の
唄
を
歌
う
て

猿
を
舞
は
し
、
互
に
此
の
世
の
見
納
め
と
名
残
り
を
惜
し

む
。
か
く
て
お
し
ゅ
ん
、
偲
兵
衛
は
母
と
兄
と
に
見
送
ら

れ
、
聖
護
院
の
森
を
さ
し
て
出
で
て
行
く
…
…
・:0

遥

.. 螂3

一
九

お
な
じ
都
も
泄
に
つ
れ
て
、
田
舎
が
克
し
の
薄
煙
、
堀
川
邊
に

住
居
し
て
、
後
家
の
操
も
立
つ
月
日
、
琴
一
一
一
味
線
指
南
屋
も
、
合

D
手
も
つ
れ
氣
も
つ
れ
を
、
保
養
が
て
ら
の
薬
風
呂
、
あ
ふ
ぐ
も

我
を
澁
圃
扇
、
目
さ
へ
不
自
由
な
暮
し
な
り
、
お
つ
る
様
待
ち
遠

ほ
に
あ
ら
う
な
、
そ
し
て
な
に
や
ら
の
さ
ら
へ
で
あ
っ
た
、
ォ
、

そ
れ
鳥
邊
山
、
ア
リ
ヤ
じ
た
い
心
中
事
、
會
に
で
も
弾
く
の
な
ら

お
前
ば
女
の
方
、
お
繁
さ
ん
は
男
の
方
、
か
け
合
ひ
に
う
た
ふ
が

よ
い
ぞ
へ
、
ド
レ

l
＼
お
繁
さ
ん
の
か
わ
り
に
、
私
と
掛
け
合
ひ

に
う
た
ぴ
宅
せ
う
と
、
老
手
弾
手
も
し
ほ
ら
し
き
、
女
肌
に
は
白

無
垢
や
、
上
に
紫
藤
の
紋
中
着
緋
紗
綾
に
黒
縞
子
の
帯
、
年
は
十

七
初
花
ゥ
、
雨
に
し
ぽ
る
ヽ
立
姿
、
男
も
肌
ば
白
小
袖
に
テ
．
、
黒

き
綸
子
に
色
棧
黄
衷
二
十
一
期
の
色
盛
り
を
ば
、
憩
と
い
ふ
字
に

身
を
捨
て
小
舟
、
ど
こ
（
取
り
付
く
島
と
て
も
な
し
、
鳥
邊
の
山

は
そ
な
た
ぞ
と
、
死
に
行
く
身
の
後
髪
、
弾
く
一
1

一
味
線
は
祇
園
町

茶
屋
D

や
宅
衆
が
色
酒
に
、
吼
れ
て
遊
ぶ
騒
ぎ
合
び
、
あ
の
面
白

さ
を
見
る
時
は
、
ア
ヽ
イ
エ

1
¥、
し
ほ
れ
が
な
い
、
あ
の
面
白

さ
を
見
る
時
は
と
、
か
ぅ
諷
ひ
な
さ
れ
。
ア
イ
、
あ
の
面
白
さ
を
見

る
時
は
、
ォ
ッ
ト
ヨ
シ
ー
＼
染
殿
そ
な
た
と
某
が
去
年
の
初
秋
七

（
床
本
）

堀
川
猿
廻
し
の
段
（
切
）

·,~, 
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｀ 
噂

タ
の
、
座
敷
踊
lJ
を
か
こ
つ
け
て
、
忍
び
逢
ふ
た
事
思
び
出
す
、

牙
ヽ
今
日
は
マ
ア
そ
こ
迄
、
梢
が
出
る
程
あ
っ
て
、
き
っ
う
手
も

廻
り
出
し
た
、
モ
ゥ
ー
＼
ど
こ
で
憚
き
な
さ
つ
て
も
恥
か
し
い
事

は
な
い
と
、
聞
い
て
笑
顔
の
片
男
波
、
叉
明
日
と
い
ふ
汐
に
、
お

鶴
は
立
つ
て
蹄
lJ
け
る
。
母
を
大
事
と
油
断
な
き
、
見
過
ぎ
も
轄

き
小
風
呂
敷
、
周
に
乗
せ
た
る
猿
廻
し
、
戻
り
は
い
つ
も

n暮
前

典
次
郎
は
い
き
せ
き
門
目
か
ら
、
釉
者
人
今
戻
っ
た
ぞ
や
、
ォ
、

兄
戻
り
や
っ
た
か
撫
ぞ
ひ
も
じ
か
ろ
、
茶
も
湧
い
て
あ
る
、
膳
も

そ
こ
に
し
て
骰
い
た
、
オ
ヽ
徳
よ
今
戻
っ
た
か
よ
、
今
朝
か
ら
子

猿
め
が
親
を
葬
ね
て
や
か
宅
し
い
、
ソ
レ
ち
ゃ
っ
と
傍
へ
や
っ
て

や
り
や
、
ア
イ

l
＼
左
様
で
ご
ざ
ん
し
よ
と
も
、
ソ
レ
ち
ゃ
っ
と

乳
を
呑
ー
●
て
や
り
お
れ
。
イ
ヤ
ノ
ウ
典
次
郎
、
そ
な
た
が
孝
行
に

し
て
た
も
る
旦
付
け
、
わ
し
が
此
の
長
々
の
病
ひ
も
、
い
つ
本
服

す
る
事
で
あ
ら
う
と
思
（
ば
、
努
れ
JJ

上
に
猶
ほ
努
れ
る
、
他
だ

弟
子
衆
の
餘
帰
ゃ
我
身
の
働
き
で
、
此
の
義
生
が
な
る
も
り
か
と

思
へ
ば
、
薬
心
誨
と
な
リ
、
母
で
は
な
う
て
子
供
の
為
め
に
は
苛

貨
の
鬼
と
思
は
る

A

、
鬼
は
冥
途
に
あ
る
も
の
を
、
つ
れ
な
JJ

老

び
JJ

命
や
と
、
身
を
悔
み
た
る
む
せ
び
泣
き
、
哀
れ
に
も
又
い
ぢ

ら
し
A
0

ア
ヽ
コ
レ
母
者
人
、
ソ
リ
ヤ
マ
ア
何
を
一
本
は
ん
す
ぞ
い

~: 

n
、
其
の
様
に
み
そ
や
か
な
身
代
ぢ
や
と
思
は
し
や
る
か
、
此
の

間
弟
子
入
り
し
た
米
ゃ
の
息
子
殿
か
ら
長
々
お
袋
の
煩
び
で
、
囃

ヽ

か
し
勝
手
が
悪
る
か
ら
う
と
、
云
ふ
一
二
軍
か
花
か
と
巾
す
や
う
な

白
米
ゎ
仕
送
り
、
店
々
り
且
那
衆
か
ら
、
何
な
と
用
が
あ
る
だ
ら

云
ふ
て
お
-
)
せ
、
若
し
出
〗
年
生
さ
し
K
3ぐ
す
な
ら
、
幸
ひ
な
隠
居
所

も
あ
る
程
に
し
、
一
、
云
ふ
て
来
る
お
方
も
あ
リ
、
羊
党
役
頭
生
魚
、

近
所
隣
へ
旦
・
々
す
そ
わ
け
も
し
ら
れ
ね
ば
鯛
赤
且
の
類
は
横
町
の

鮮
屋
へ
卸
賣
、
コ
レ
案
じ
る
事
は
微
塵
も
な
い
ぞ
や
、
そ
れ
に
古

だ
人
＼
克
だ
人
＼
人
＼
氣
の
alS
珈
な
ば
、
此
の
家
、
主
が
此
の
家
を
居

な
り
に
、
買
ふ
て
く
れ
ぬ
か
と
頼
玄
れ
る
。
ャ
レ
い
や
入
の

l
¥

ア
、
あ
た
肱
話
な
家
持
よ
リ
は
金
持
が
、
遥
か
宅
し
で
あ
ら
う
か

と
、
母
に
案
じ
を
か
け
さ
｀
せ
ぬ
、
ぜ
い
八
百
さ
（
一
四
に
た
ら
ぬ

節
季
の
事
諜
を
云
ふ
下
稽
古
や
こ
れ
た
る
べ
し
。
嘘
と
は
知
れ
ど

老
心
身
は
子
に
従
ふ
が
慣
ひ
ぞ
と
腺
嫁
よ
け
に
打
ち
う
な
づ
姦
、

ォ
、
そ
れ
聞
い
て
落
付
き
宅
し
た
が
、
落
付
か
ぬ
は
娘
が
事
、
此
の

間
も
親
方
が
、
お
し
ゅ
ん
を
預
け
に
来
て
い
は
し
ゃ
る
に
は
、
コ
レ

傭
兵
衛
殿
と
云
ふ
客
の
事
で
ち
と
内
に
置
か
れ
ぬ
事
が
あ
る
、
磐

ご
博
兵
衛
が
尋
ね
て
ご
ざ
ろ
共
、
お
し
ゅ
ん
が
蹄
つ
て
居
る
事
ば

包
み
隠
さ
れ
ば
な
ら
ぬ
ぞ
ゃ
と
、
く
れ
人
＼
も
云
は
し
ゃ
っ
た
ぞ

1
1
0
 



や
、
サ
ア
わ
し
•
も
其
の
入
り
諜
を
開
い
た
故
、
お
し
ゅ
ん
が
心
根
を

思
ぴ
や
り
、
思
は
ず
涙
が
、
ド
レ
灯
を
燈
そ
と
棚
の
す
み
こ
て
(

瑕
り
出
す
行
燈
の
、
灯
か
げ
も
洩
る
A

暖
簾
ご
し
、
お
し
ゅ
ん
、

コ
レ
お
し
ゅ
ん
、
ア
イ
と
返
事
も
し
ぽ

l
＼
と
、
思
ひ
な
や
み
し

額
形
、
マ
ア
ー
＼
妥
へ
と
小
膝
に
な
り
、
門
の
戸
は
か
け
て
あ
lJ

見
る
人
も
開
く
人
も
な
い
、
方
々
で
噂
を
開
く
に
、
此
の
間
の
川

原
の
喧
嘩
殺
し
人
は
サ
殺
し
人
は
わ
が
身
の
客
の
博
兵
衛
殿
な
れ

ど
大
恩
請
け
た
久
八
と
云
ふ
者
が
、
代
り
に
捕
ら
れ
て
往
っ
た
け

な
が
、
其
の
場
に
落
ち
て
あ
っ
た
小
柄
が
、
か
の
條
兵
衛
殿
が
御

屋
敷
か
ら
、
拝
領
し
た
小
柄
ぢ
ゃ
故
、
天
命
遁
れ
ず
御
点
議
殻
巾

な
れ
ど
も
其
の
夜
か
ら
博
兵
衛
の
行
衛
も
知
れ
ず
、
其
の
あ
ぴ
方

の
女
郎
は
お
し
ゅ
ん
と
云
ふ
事
を
お
上
に
も
よ
う
御
存
じ
で
、
親

方
の
方
（
も
い
ろ

l
＼
と
、
御
治
議
が
あ
れ
ど
ご
れ
も
行
衛
が
知

れ
ぬ
と
云
び
切
つ
て
、
今
も
め
て
あ
る
最
中
ぢ
ゃ
と
、
取
々
の
嘩

評
判
お
り
や
も
う
開
く
度
毎
に
び
く
人
＼
す
る
と
、
開
く
ぽ
ど
せ

ま
る
お
し
ゅ
ん
が
胸
、
其
の
夜
の
起
り
も
皆
私
故
、
ど
こ
に
ど
う

し
て
ご
ざ
る
や
ら
、
心
元
な
さ
途
ぴ
た
さ
も
、
云
ふ
に
云
は
れ
ぬ

此
の
揚
の
し
な
、
い
か
ゞ
と
胸
も
ふ
さ
が
り
し
、
母
は
一
途
に
娠

の
可
愛
さ
、

n

レ
l
＼
お
し
ゅ
ん
案
じ
る
事
は
な
い
わ
い
の
、
併

~ 

鬱

し
突
き
詰
め
た
男
氣
で
、
び
よ
っ
と
こ
ち
の
家
へ
来
て
、
双
物
ざ

ん
茫
い
で
も
仕
ゃ
せ
．
tt
い
か
と
、
四
五
日
は
夜
の
目
も
ろ
く
に
、

寝
ら
れ
ぬ
ま
A

の
物
案
じ
、
批
間
に
た
ん
と
あ
る
格
な
心
中
や
な

ど
し
て
く
れ
た
ら
、
此
の
母
は
目
か
い
は
見
え
ず
、
兄
は
ア
レ
あ

の
様
な
臆
病
者
、
も
し
も
の
事
が
あ
っ
た
ら
ば
、
跡
で
母
は
ど
う

せ
う
ぞ
、
袖
乞
ひ
物
共
び
に
歩
い
て
も
、
そ
り
や
も
ら
―
つ
も
い

と
や
~
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
そ
な
た
の
韓
に
凶
事
で
も
あ
っ
た
ら
、
お

り
や
も
ら
直
ぐ
に
死
ん
で
し
密
ふ
ぞ
や
、
若
い
氣
に
前
後
思
は
ず

義
理
ぢ
ゃ
、
イ
ヤ
人
の
落
目
を
見
捨
て
A

は
と
、
詰
ら
ぬ
義
理
を

立
抜
い
て
、
年
寄
り
の
此
の
母
に
つ
ら
い
目
見
せ
て
た
も
ん
な
ゃ

と
、
可
愛
さ
餘
る
親
心
、
ア
、
南
無
阿
禰
陀
佛
も
涙
詫
、
兄
も
共

々
ヤ
コ
レ
お
し
ゅ
ん
、
今
母
者
の
云
は
る
A

通
り
、
何
の
義
理
も

へ
ち
宅
将
い
ら
ぬ
、
ど
い
て
し
市
へ
ば
あ
か
の
他
人
、
又
お
れ
も

氣
に
か
A

つ
て
、
好
な
め
し
さ
へ
咽
を
涌
ら
ぬ
わ
い
の
う
、
母
者

人
の
氣
休
め
、
お
れ
が
腹
助
け
ぢ
や
と
思
ふ
て
、
ど
い
て
た
も
ヤ

コ
レ
頼
む

l
¥`
と
正
直
一
1

遍
、
母
の
心
と
兄
の
詞
、
勿
骰
な
い
と

思
（
ど
も
、
切
る
に
切
ら
れ
ぬ
胸
の
内
、
所
詮
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ

身
の
、
此
の
場
を
抜
け
て
其
の
上
で
と
、
心
―
つ
に
思
案
を
極
め

母
様
、
兄
様
お
1

一
人
の
、
お
詞
よ
う
合
眺
い
た
し
ま
し
た
、
殊
に

. . .,.,., 
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又
停
兵
衛
さ
ん
、
ツ
ィ
一
通
り
で
逢
っ
た
客
、
深
い
繹
で
も
な
い

わ
い
な
ア
、
併
し
勤
め
の
な
ら
ひ
に
て
、
人
の
落
目
を
見
捨
て
る

を
、
里
の
恥
辱
と
す
る
わ
い
な
、
と
て
も
末
の
詰
ら
ぬ
事
わ
し
ゃ

得
心
し
て
を
り
ま
す
る
、
ち
ょ
っ
て
逢
つ
て
其
の
上
で
、
憎
し
縣

し
も
な
い
様
に
、
得
心
を
さ
せ
ま
し
て
品
よ
ら
課
け
の
立
つ
様
に

イ
ヤ

1
＼
其
の
様
に
繹
け
立
つ
る
と
云
や
っ
て
も
、
あ
っ
ち
に
得

心
せ
ぬ
時
は
、
そ
れ

l
＼
行
が
け
の
駄
賃
馬
で
踏
殺
し
、
ア
ヽ
イ

ャ
ー
＼
無
理
殺
し
に
せ
う
も
し
れ
ぬ
、
コ
リ
ヤ
め
っ
た
に
は
か
み

合
さ
れ
ぬ
わ
い
の
、
お

4
兄
の
云
や
る
通
り
ぢ
や
、
そ
な
た
に
怪

我
で
も
あ
っ
て
は
、
停
兵
衛
殿
と
や
ら
も
難
儀
、
思
ひ
切
る
の
が

あ
っ
ち
の
為
め
、
オ
、
あ
っ
ち
の
為

l
¥
、
わ
が
身
に
心
引
さ
れ

て
は
、
つ
い
捕
へ
ら
れ
る
は
し
れ
た
事
、
退
朕
を
や
っ
た
ら
そ
な

た
の
事
も
思
ひ
切
つ
て
オ
ヽ
切
る
と
も

l
¥
、
速
い
賊
で
も
影
を

隠
し
た
ら
、
身
を
遁
れ
ま
い
も
の
で
も
な
い
。
コ
レ
む
づ
か
し
か

ろ
共
ツ
ィ
一
筆
、
兄
ゃ
硯
箱
取
っ
て
や
り
や
、
サ
ヽ
早
う

l
＼
と

母
と
兄
‘
詞
に
い
な
も
泣
き
顔
を
隠
す
硯
の
海
山
と
重
る
思
ひ
の

ペ
紙
に
、
筆
の
立
て
ど
の
跡
ゃ
先
、
涙
に
墨
の
に
じ
み
が
ち
な
る

胸
の
内
書
残
す
と
は
露
知
ら
ぬ
、
典
次
郎
が
傍
か
ら
、
コ
レ
イ
ノ

n

レ
其
様
に
長
た
ら
し
う
書
ず
と
も
、
ッ
ィ
ど
き
ま
す
と
書
い
て

嘔

¼-

も
す
み
さ
う
な
事
ぢ
や
0

イ
ヤ
ノ
ゥ
書
い
た
も
の
は
後
々
迄
も
残

る
物
、
男
の
去
り
朕
と
同
じ
事
、
と
つ
く
り
と
課
け
の
分
る
様
に

掛
い
て
や
る
が
よ
い
ぞ
や
。
ア
イ
此
の
朕
に
と
つ
く
り
と
、
御
合

貼
の
行
く
様
に
、
兄
さ
ん
、
此
の
文
お
前
か
ら
お
渡
し
な
さ
れ
て

ォ
ッ
ト
よ
し

l
＼
此
の
朕
さ
へ
あ
れ
ば
千
人
力
ぢ
や
？
＼
｀
＾
＾
ヽ

‘
、
マ
ア

l
＼
母
者
人
も
落
着
か
し
ゃ
れ
、
と
や
か
ふ
云
ふ
内
九

ッ
前
お
繭
も
奥
で
サ
ヽ
ヽ
も
う
わ
ゃ
ん
せ
、
オ
ヽ
そ
れ

l
＼
今
夜

こ
そ
ゆ
つ
く
り
と
、
心
よ
ら
痕
る
で
あ
ら
う
、
兄
も
そ
な
た
も
そ
こ

に
寝
や
と
奥
底
も
な
き
隔
て
を
ば
、
押
し
明
け
て
こ
そ
入
り
に
け

る
0

サ
ア
お
し
ゅ
ん
、
こ
ち
ら
も
愛
で
往
生
い
た
そ
、
ア
イ
と
お
し

ゅ
ん
が
倶
々
に
、
暫
し
此
の
世
を
か
り
蒲
圏
、
薄
き
親
子
の
契
り
や

と
枕
に
偲
ふ
露
涙
、
夢
の
悸
世
と
諦
め
て
、
更
け
行
く
鐘
も
哀
れ
涼

ふ
頃
し
も
師
走
十
五
夜
の
、
月
は
冴
ゆ
れ
ど
胸
の
闇
過
ぎ
し
別
れ

竺
百
ひ
か
は
し
、
死
な
ば
一
緒
と
停
兵
衛
が
、
忍
ぶ
萎
の
し
よ
ん
ぽ

り
と
、

f
む
軒
は
目
畳
え
の
、
悔
に
愛
と
門
の
戸
へ
、
さ
は
る
相

園
の
咳
排
ひ
、
開
く
に
お
し
ゅ
ん
が
飛
び
立
つ
思
ひ
、
上
げ
る
枕

も
打
ち
は
づ
す
、
典
次
郎
は
傍
に
高
蔚
、
心
も
倶
に
行
燈
の
、
灯

火
ふ
き
消
し
さ
し
足
に
心
せ
く
程
明
け
兼
ね
る
、
戸
口
の
鑽
表
に

も
、
お
し
ゅ
ん
ぢ
や
な
い
か
、
僻
兵
衛
さ
ん
、
よ
う
逢
ひ
に
来
て



下
さ
ん
し
た
と
、
云
ふ
鹿
痕
耳
に
輿
次
郎
が
、
悩
り
起
る
と
明
＜

る
門
の
口
、
妹
が
萎
も
く
ら
紛
れ
、
と
ら
へ
る
袖
の
ふ
り
あ
は
せ

お
し
ゅ
ん
と
心
得
博
兵
衛
を
、
無
理
に
引
き
込
む
取
り
違
へ
、
戸

口
を
内
か
ら
び
つ
し
ゃ

l
引
立
て
、
そ
り
や
こ
そ
つ
き
に
末
お
つ

た
ぞ
、
お
し
ゅ
ん
必
ず
外
へ
出
ま
い
ぞ
や
、
戸
日
は
お
れ
が
押
ヘ

て
居
る
、
ヤ
ア
門
に
居
る
は
停
兵
衛
ぢ
や

l
¥
、
お
の
れ
を
入
れ

て
よ
い
も
の
か
と
、
い
ふ
も
が
だ
ん
＼
胴
ぶ
る
ひ
、

n

レ
ナ
ア
兄

様
わ
し
や
表
に
居
．
る
わ
い
な
、
ャ
何
ぢ
ゃ
、
わ
し
や
表
に
居
る
わ

い
な
ア
、
ヤ
ア
其
の
農
色
置
い
て
く
れ
、
そ
ん
な
事
喰
ふ
お
れ
ぢ

ゃ
な
い
わ
い
、
母
者
人

l
¥
、
博
兵
衛
が
お
し
ゅ
ん
を
殺
し
に
末

．
た
故
、
今
表
へ
た
て
出
し
た
、
粒
れ
一
人
で
は
手
が
廻
ら
ぬ
、
こ

、
な
た
も
加
勢
し
て
下
さ
れ
、
加
勢

l
¥
l＼
と
ら
ろ

1
¥
、
う
ろ

一た
（
騒
ぎ
母
親
も
、
何
ぢ
や

l
¥
、
偲
兵
衛
の
加
勢
、
ム
、
ま
だ

外
に
同
類
で
も
あ
る
の
か
と
、
探
リ
寄
っ
た
る
停
兵
衛
が
傍
、

n

・
レ

l
＼
お
し
ゅ
ん
、
頗
ふ
事
は
な
い
兄
ゃ
母
が
付
い
て
居
る
、
マ

ア
氣
を
鎮
み
や
と
撫
で
さ
す
る
脊
中
の
手
ざ
は
り
合
貼
行
か
ず
、

n

レ

l
＼
典
次
郎
、
ど
う
や
ら
こ
り
や
娠
で
は
な
い
様
な
わ
い
の

ヤ
ア
く
ら
が
り
紛
れ
に
材
木
が
、
紛
れ
込
み
や
せ
ぬ
か
や
、
こ
な

た
つ
か
ま
（
て
居
て
下
さ
れ
ゃ
と
、
探
る
手
先
に
火
灯
箱
、
が
ち

令

.
 

• 
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l
＼
ふ
る
ふ
附
木
の
光
り
、
シ
ャ
ァ

n
レ
ヤ
妹
ぢ
ゃ
な
い
憚
兵
衛

じ
ゃ
、
お
袋
兄
御
、
エ
ヽ
面
目
も
な
い
此
萎
と
禰
も
小
隅
に
屈
み

居
る
o

n
リ
ヤ
ャ
イ

n
リ
ヤ
其
の
襟
に
し
ほ

l
＼
と
し
て
見
せ
て

お
い
ら
を
欺
し
て
、
お
し
ゅ
ん
を
突
う
と
す
る
の
か
、
其
手
は
く

は
ぬ
と
懐
よ
り
一
通
取
出
し
こ
は
ん
＼
な
が
ら
、

n
リ
ヤ

l
＼

俸

兵
衛
、
お
し
ゅ
ん
と
我
と
手
が
切
れ
ぬ
と
、
科
人
の
わ
れ
じ
ゃ
に

よ
っ
て
妹
迄
難
儀
す
る
、
そ
れ
で
さ
つ
き
に
妹
に
得
心
さ
し
て
ど

き
朕
が
書
か
し
て
あ
る
は
、

n
レ
こ
れ
を
見
い
、
こ
れ
ぢ
や
に
よ

つ
て
、
モ
ウ

l
＼
お
し
ゅ
ん
が
方
に
残
心
氣
は
離
れ
て
あ
る
わ
い

ム
、
ス
リ
ヤ
お
し
ゅ
ん
が
其
の
退
朕
を
、
サ
ア
ど
き
朕
ぢ
ゃ
、
エ

ヽ
其
心
と
は
知
ら
ず
云
ひ
か
は
し
た
詞
を
誠
と
思
ふ
て
、
迷
ふ
て

水
た
が
無
念
な
わ
い
、
口
惜
し
い
と
歯
を
喰
し
ば
る
男
泣
き
恨
を

開
く
も
隔
た
る
戸
口
心
は
、
さ
う
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
く
り
、
オ
ヽ
憮

ぞ
腹
が
立
う
道
理
ぢ
ゃ

l
¥
、
無
理
じ
ゃ
わ
い
な
う
、
マ
ア
ー
＼

と
つ
く
り
と
氣
を
鎮
め
て
、
退
朕
を
見
て
下
さ
ん
せ
い
な
●
、
オ

ヽ
そ
れ
で
よ
い
、
長
う
物
い
ゃ
ん
な
屑
が
出
る
ぞ
、

n
リ
ヤ
側
兵

衛
お
れ
が
譲
ん
で
聞
か
し
た
う
て
も
な
皆
目
お
れ
は
ナ
ー
ー
ア
ノ
ソ

レ
オ
、
肺
筆
ぢ
や
わ
い
、
サ
ア
サ
ア
早
う
と
封
じ
め
切
り
突
付
ら

れ
て
目
に
溜
る
、
涙
を
彿
ひ
、
ナ
ー
一
書
置
の
事
ャ
ア
何
ぢ
ゃ
、
書

'-;;,~ 

＼
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場

説
ぢ
ゃ
、
コ
レ
ー
．
＼
兄
正
直
な
、
憫
り
す
る
事
は
な
い
わ
い
な
、

そ
な
た
は
無
筆
わ
し
ゃ
盲
、
書
置
じ
ゃ
ど
讀
違
（
、
う
ろ
た
へ
さ

し
て
門
目
へ
出
て
、
娘
を
存
分
に
せ
ら
と
の
た
く
ら
み
、
ホ
ヽ
ホ

、
オ
ホ
、
‘
‘
、
そ
ん
な
蛙
は
喰
ま
せ
ぬ
、
サ
ア
ほ
ん
ま
に
誤
宅

し
ゃ
れ

l
¥
、
コ
レ
コ
レ
典
次
郎
、
表
の
娘
に
氣
を
付
け
て
門
lJ

戸
を
明
き
ゃ
ん
な
ゃ
。
オ
ヽ
呑
み
込
ん
で
居
る
、
妥
に
に
お
れ
が

ヘ
ヽ
ヘ
ば
り
付
い
て
居
る
わ
い
、
サ
ア

1
¥（
早

う

讀

み

や

い

も
の
こ
そ
よ
う
杏
か
ね
問
く
事
ば
祐
、
ヤ
ナ
＝
ー
無
箪
じ
ゃ
な
い
わ

い
、
サ
ア
讃
だ

l
¥
l
¥
0
二
誠
に
こ
れ
迄
の
御
投
育
、
海
山
に

も
替
へ
が
た
き
親
の
御
恩
、
殊
更
不
自
由
な
る
御
身
の
上
、
何
卒

首
尾
よ
う
勤
め
を
遁
れ
、
世
を
衆
に
過
さ
せ
ぎ
し
候
は
ゞ
、
せ
め

て
少
し
の
御
恩
報
じ
孝
行
の
片
は
し
に
も
な
リ
候
は
ん
と
そ
れ
の

み
朝
夕
祈

6
1臨、．，
1

1

世
迄
と
云
ひ
交
し
合

1
條
兵
衛
様
、
思
ば

ぬ
此
の
炭
の
御
身
の
難
も
、
根
を
芍
れ
ば
皆
わ
れ
故
に
候
へ
ば
、

今
さ
ら
見
捨
て
候
て
ば
女
の
逍
立
ち
市
さ
ギ
候
、
不
孝
と
は
思
び

な
が
ら
、
倶
に
覺
悟
を
極

9
。
ォ
ヽ
母
者
人
、
ど
う
ゃ
ら
風
が

か
は
つ
て
末
た
様
な
、
サ
イ
ノ
ウ
わ
し
も
胸
が
ど
さ
u
----
＼
と
サ
ア

其
跡
を
ち
ゃ
っ
と
讃
ん
で
下
さ
れ
下
さ
れ

l
¥、
エ
ヽ
倶
に
登
悟

を
槌

9、
先
程
偲
兵
衛
様
へ
退
朕
と
申
し
て
認
め
し
ば
此
の
事

ヽ

巾
上
げ
度
き
ま
A

迫
朕
と
偲
り
書
き
残
し
？
。
何
事
も

1
＼
前

批
よ
り
の
定
り
事
と
、
御
諦
め
下
さ
れ
候
、
申
上
け
た
き
数
々
は

筆
に
も
つ
く
し
が
た
＜
候
へ
共
、
心
せ
く
ま
4
申
入
れ

9
。
ォ

、
l
＼
さ
て
ば
さ
う
し
た
心
か
と
驚
く
帷
兵
衛
親
子
は
う
ろ

l
¥

工
ヽ
氣
づ
か
び
な
、
コ
レ
兄
ゃ
娘
を
家
へ
、
早
ぅ

l
＼
と
母
が
あ

せ
れ
ば
典
次
郎
J

尺
．
戸
口
明
け
れ
ば
走
り
行
く
、
妹
を
無
理
に
四

人
が
、
頷
見
合
ー
＇
そ
溜
息
つ
ぎ
、
涙
ぱ
さ
ら
に
わ
か
ち
な
く
、
何

と
調
も
悼
兵
衛
か
、
泣
く
目
を
拭
び
、
一
且
い
ひ
か
は
し
た
詞
を

立
て
、
倶
に
死
な
う
と
覺
僭
ー
・
て
、
義
理
ヤ
―
立
て
ぬ
く
そ
な
た
の

貞
節
忘
れ
は
せ
ぬ
嬉
し
い
ぞ
ゃ
思
び
廻
せ
ば
廻
す
程
、
我
こ
そ
死

な
で
叶
ば
ぬ
身
、
そ
な
た
ば
科
の
な
い
身
の
上
、
倶
に
死
ん
で
は

竺
一
人
心
歎
き
、
命
な
が
ら
（
な
き
跡
の
、
と
び
弔
ひ
を
頼
む
ぞ

し
詞
に
わ
っ
と
泣
き
出
し
、
そ
り
や
附
え
寮
せ
ぬ
他
兵
衛
さ
ん
、

む
叫
無
理
し
1

ば
思
ば
ね
ど
、
そ
も
途
ひ
か
A

る
始
め
よ
り
、
末
の

9” 

末
迄
云
ぴ
か
は
し
、
互
只
胸
を
明
し
あ
び
、
何
の
遠
慮
も
内
證
の

肱
話
し
ら
れ
て
も
恩
に
き
ぬ
、
匠
ん
に
女
夫
と
思
ふ
物
、
大
事
の

J
＼
夫
の
難
像
、
命
の
際
に
ふ
り
捨
ず
．

4

、
女
の
瀧
が
立
つ
物
か

不
孝
共
際
人
共
、
思
び
あ
き
ら
め
コ
レ
巾
し
、

下
さ
ん
せ
と
隠
せ
し
剃
刀
取
り
直
す
。

一
緒
に
死
な
し
て

マ
ヽ
待
て
待
ち
お
れ
ゃ
ぃ

1

一四



)
¥
、
コ
リ
ヤ
や
い
、
こ
れ
で
死
ぬ
る
L
．
一
命
が
な
い
ぞ
よ
、
コ
リ

ヤ
宅
あ
何
の
事
ぢ
ゃ
、
と
ん
と
分
ら
ん
様
に
な
っ
て
き
た
わ
い
、

殺
し
に
末
た
と
思
ふ
た
偉
兵
館
殿
よ
り
、
今
で
は
わ
れ
の
方
が
手

強
う
な
っ
た
ぞ
よ
、
コ
リ
ヤ
マ
ア
ど
う
し
た
ら
よ
か
ら
う
ぞ
と
、

云
ふ
も
お
ろ

l
＼
母
親
も
、
オ
ヽ
さ
う
ぢ
ゃ
、
我
が
子
が
可
愛

?
＼
｀
と
子
故
の
闇
に
脇
ぴ
ら
見
ず
、
こ
れ
屯
で
お
し
ゅ
ん
が
お
批

話
に
な
っ
た
、
恩
も
義
狸
も
耕
へ
ず
、
一
悶
に
中
を
引
別
け
う
と

思
ふ
た
母
は
義
理
知
ら
ず
、
賤
し
い
勤
め
す
る
身
で
も
、
女
の
逍

を
立
て
涌
す
、
娘
の
手
前
面
目
な
い
、
そ
な
た
の
心
に
恥
入
っ
て

何
事
も
い
ぴ
克
せ
ぬ
、
偲
兵
衛
様
と
一
緒
に
ク
、
コ
レ
死
出
の
逍

連
れ
し
ゃ
い
の
う
、
し
た
が
こ
れ
申
し
條
兵
衛
様
、
定
め
て
親
御

様
逹
も
ご
ざ
り
屯
せ
う
が
、
親
の
心
と
い
ふ
物
は
、
人
間
・
に
お
る

か
、
た
と
（
白
類
畜
類
で
も
、
子

D
可
愛
さ
に
か
ば
lJ
は
な
い
も

の
、
お
し
ゅ
ん
他
兵
衛
と
云
ば
す
氣
か
、
も
し
や
お
前
が
死
な
し

や
っ
た
と
、
親
御
逹
が
聞
か
し
や
っ
た
ら
、
悲
し
・
つ
て

1
＼
此
ゎ

憔
に
碑
つ
て
居
る
氣
は
あ
る
屯
い
、
何
國
い
か
な
る
國
の
果
、
山

の
奥
に
も
身
を
忍
ぴ
、
ど
う
ぞ
迅
れ
て
下
さ
lJ
屯
ぜ
、
娯
が
心
’
ー

恥
入
っ
て
、
天
に
も
地
に
も
か
け
が
へ
な
い
、
可
愛
い
我
が
子
を

心
巾
に
合
貼
し
て
や
る
親
心
、
妥
ク
逍
理
を
間
キ
分
け
て
、
コ
レ

や.. 

噸 l

1

一五

／
 

拝
み
A
9
す
頼
み
空
す
と
、
手
を
合
ば
し
た
る
母
親
の
、
子
故
こ
迷

ふ
間
の
附
、
1

一
人
ぷ
何
と
詞
さ
へ
涙
に
涙
結
ば
る
A

、
血
筋
の
わ

か
れ
典
次
郎
も
、
涙
の
雨
の
古
布
子
、
袖
喰
び
し
ば
リ
し
ゃ
＜
リ

泣
き
。
ア
、
他
兵
衛
様
の
歎
か
し
ゃ
る
も
池
理
ぢ
や
、
又
ぉ
俊
の

泣
き
や
る
も
逍
理
ぢ
や
、
母
者
人
の
泣
き
ゃ
し
ゃ
る
の
も
な
ぽ
滸

興
じ
ゃ

1
¥
l＼
逍
理
々
々
L

琴
ふ
て
は
、
ね
え
か
ら
は
あ
か
ら

い
つ
迄
も
分
、
り
ぬ
逍
理
ぢ
や
、
が
コ
レ
他
兵
衛
様
、
母
者
人
が
今

ル
詞
、
御
合
態
が
参
リ
屯
し
た
か
、
エ
コ
リ
ヤ
我
も
得
心
し
て
く

れ
た
か
合
黙
が
い
た
か
、
得
心
し
て
く
れ
た
か
、
合
附
が
い
た
か

サ
、
、
、
、
合
貼
し
た
ら
ば
ど
う
ぞ
此
の
楊
を
、
立
退
く
分
別
、

俳
し
其
形
で
は
人
目
に
立
つ
、
j
E

小
ク
町
を
離
れ
る
迄
、
此
紺
笠
で

頷
を
か
く
し
、
幸
び

D
猿
廻
ー
、
点
め
で
1

一
人
が
末
長
ぅ
、
目
出

た
う
女
央
に
だ
り
と
け
る
、
門
出
の
祝
ひ
こ
此
典
次
郎
が
、
お
初

徳
兵
脩
が
呪
言
の
壽
、
此
方
衆
も
生
別
れ
り
盃
、
ハ
、
‘
‘
、
イ

ャ
l
＼
説
言
IJ

盃
L
J

祝
び
諷
ふ
も
辱
び
く
に
、
お
猿
は
め
で
た
や

た
l
\

、
糾
入
姿
も
の
つ
し
リ
L
i
~
\

、
コ
レ
さ
り
と
ば

1
＼
ノ

ウ
あ
ろ
か
い
だ
、
さ
ん
な
叉
あ
乃
か
い
な
、
オ
ヽ
徳
兵
衛
様
ご
ざ

ん
せ
、
除
IJ
こ
な
様
が
来
ゃ
う
が
迎
い
に
よ
っ
て
、
お
初
様
は
領

傾
赤
に
1

」
て
腹
立
て
、
居
ゃ
ん
す
わ
い
？
ッ
コ
レ

l
＼
お
初
様
、

・~1
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喝

聟
殿
が
盃
を
し
た
い
と
い
の
う
、
機
嫁
虹
し
て
盃
を
、
戴
か
ん
せ

コ
レ

l
¥
l＼
い
た
ゞ
く
ノ
ウ
盃
を
、
さ
ん
な
又
あ
ろ
か
い
な
、

ャ
コ
レ

l
＼
コ
レ
聟
様
、
足
で
盃
を
さ
す
は
あ
ん
ま
り
つ
れ
な
い

そ
れ
で
は
嫁
御
様
が
戴
か
ん
辻
ぬ
わ
い
の
う
、
ひ
ぞ
ら
ず
と
、
ほ

ん
ま
に
さ
し
て
や
ら
ん
せ

l
¥
、
さ
う
ぢ
ゃ

l
¥
l＼
そ
こ
で
お

初
さ
ん
が
い
た
ゞ
い
た
物
ぢ
や
コ
レ
い
た
ゞ
く
の
う
盃
を
、
さ
ん

な
又
あ
ろ
か
い
な
、

9

レ
嫁
御
の
喪
鹿
も
こ
ろ
り
と
せ
い

l
¥、

ナ
コ
レ
エ
あ
ろ
か
い
な
さ
ん
な
又
あ
ろ
か
い
な
、
コ
レ

l
＼
聟
様

餘
り
つ
れ
な
う
さ
ん
す
に
、
、
4

つ
て
、
お
し
ゅ
ん
ヤ
ア
ノ
嫁
御
様
が

起
さ
ん
せ
ぬ
わ
い
の
、
そ
こ
ら
で
ち
ょ
っ
と
起
し
た
り
、
ャ
そ
こ

，
ら
で
ヤ
チ
ョ
イ

l
¥
l
¥
l＼
ト
コ
ナ
ト
起
し
た
り
、
お
こ
さ
ん

か
い
く
、
又
て
ん
ご
し
て
お
る
わ
い
、
コ
リ
ャ
起
す

l
＼
ェ
、

起
さ
ん
か
い
、
コ
レ
＾
し
た
り
俺
の
顔
迄
か
き
お
る
わ
い
、
二
、

何
さ
ら
す
ぞ
い
と
つ
と
も
ふ
、
去
り
と
は

l
＼
ノ
ウ
あ
ろ
か
い
な

さ
ん
な
又
あ
ろ
か
い
な
、
起
き
た
ら
互
ひ
に
抱
付
き
や
れ
、
オ
、

そ
れ
で
槻
嫁
が
直
っ
た
ぞ
、
エ
ヽ
ヽ
ヽ
あ
ろ
か
い
な
さ
ん
な
又
あ

ろ
か
い
な
、
く
る
り
と
返
つ
て
立
っ
た
り
な
立
つ
て
く
れ
、
コ
レ

l
＼
コ
レ
立
た
し
や
ま
せ
、
序
い
で
に
日
和
を
見
て
た
も
れ
、
ア

ヽ
よ
い
女
房
ぢ
や
に

l
＼
ノ
ウ
あ
る
か
い
な
、
さ
ん
な
又
あ
ろ
か

中・

い
な
、
日
和
を
見
た
ら
ば
落
ち
て
た
も

l
¥
、
オ
ヽ
さ
う
ぢ
ゃ

l
¥
l
¥
、
お
猿
は
目
出
た
ゃ
目
出
た
や
な
サ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
き
IJ

l
＼
此
家
を
猿
廻
し
、
ま
さ
る
目
出
た
う
何
時
迄
も
、
命
ま
っ
た

ぅ
仕
て
た
も
と
、
目
は
見
え
ね
ど
も
見
送
る
母
‘
詞
も
此
の
世
で

聞
き
納
め
、
心
の
内
の
暇
乞
ひ
、
明
日
の
噂
と
形
ふ
り
も
、
や
っ

す
姿
の
女
夫
づ
れ
、
名
を
綸
草
紙
に
塞
陵
院
森
、
を
あ
て
ど
に
た

ど
り
行
ぐ
o.

-＊ 
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而

忠
1

作

詞

作

曲

食
満
南
北
濱
き
並
ネ
棠
考
案

村
田
芳
生
認
~
明

大

塚

克

三

舞

台

桑

置

大
東
五
戦
争
に
因
み
て

國
威
は
振
ふ
＾
え
予

楊

割

，

冠

第

一

元

軍

来

第

一

＿

南

陣

注

追

•
一
弔
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―
-
通
有
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＇
所

第

四

元

軍

討

入

リ

第
・
五
犬
本
冷
陸
海
軍
部
貸
表

第

＊

ハ

ワ

イ

大

空

襲

第
七
ー
つ
モ
ン
苦
ヱ
陸
笠
空
＾
苓
烈
緊
―

第

入

ー

で

モ

ン

涙

上

陸

戦

第

九

國

民

憩

進

軍

歌
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白

井

松

次

郎

く
、
更
に
感
奮
興
起
し
て
國
力
の
充
賞
を
期
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
4

は
ゞ
か
り
な
が
ら
存
じ
ま
す
。
就
き
ま
し
て
は

一
聯
か
戦
捷
脱
賀
の
意
を
含
め
、
且
つ
は
精
紳
作
興
の
一
助

に
も
と
「
國
威
は
振
ふ
」
と
題
し
て
新
作
曲
を
御
尊
覧
に

供
す
る
こ
と
、
い
た
し
ま
し
た
が
、
元
よ
り
短
時
間
に
て

充
分
の
意
を
盛
す
能
は
す
、
唯
々
祝
賀
曲
と
も
御
覧
く
だ

さ
れ
、
出
演
連
中
の
熱
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
御
鑑
賞
く
だ

さ
い
ま
す
れ
ば
洵
に
幸
甚
に
存
じ
上
げ
ま
す
次
第
で
ご
ざ

い

ま

す

。

敬

白

昭

和

十

七

年

月

雀

·~ 

-.I 

妥
、
南
陣
の
固
め
に
は
、
河
野
通
有
通
時
と
て
、
菊
池
竹
峻
諸

共
に
武
勇
筑
紫
に
並
び
な
き
、
其
陣
立
の
物
々
し
、
折
も
こ
そ
あ

れ
武
者
一
騎
、
馬
を
飛
ば
し
て
は
せ
木
り
、
ャ
ァ
ー
＼
南
陣
の
内

ヘ
物
申
さ
ん
、
我
は
本
陣
の
使
者
菅
丹
波
御
注
進
、
と
呼
ば
は
IJ

け
る
、
河
野
が
郎
鴬
走
り
出
で
、
ナ
ニ
御
使
番
と
や
御
苦
努
千
万

シ
テ

l
＼
注
進
の
そ
の
趣
き
、
さ
れ
ば
候
、
先
刻
封
馬
よ
lJ
の
早

第

一

景

元

軍

来

寇

天
津
紳
、
七
世
の
後
の
天
が
下
、
照
ら
し
ま
つ
ら
ふ
大
稗
地
稗

五
代
の
鎮
主
IJ
て
、
人
皇
の
始
畏
く
も
、
紳
武
天
皇
賤
詐
あ
lJ‘

皇
威
八
紘
に
う
る
ほ
し
て
、
悠
久
愛
に
千
九
百
、
四
ツ
一
卜
年
の

時
ぞ
今
。
弘
安
四
年
五
月
糊
夢
打
ち
破
る
胴
羅
の
昔
、
再
び
襲
ふ

元
の
軍
、
多
々
良
の
濱
に
寄
す
波
の
競
ひ
に
談
ふ
十
餘
万
、
今
國

難
に
上
下
無
く
、
固
き
決
意
も
畠
民
の
心
ぞ
―
つ
悲
批
な
る
。

第

二

景

南

陣

注

進

大
東
瓶
戦
争
の
赫
々
た
る
戦
果
に
思
ひ
及
び
ま
す
る
時

銃
時
に
於
け
る
私
共
は
1

日
も
現
朕
に
安
ん
す
る
こ
と
な

ふ、

全
九
景

御

挨

拶

酎
南
誓
誓
心
吋
弘
恥
暉
虹
猛
紐
霞

大

東

亜

戦

争

に

因

み

て

．

國

威

は

振
，，，． 
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使

者

菅

河

野

郎

黛波

吉

田

多

郎

丹

割
文
作
改
め

桐

竹

亀

松

人

形

役

且旦．
，早， 鶴野

澤澤

圃

伊

網

延

澤

勝

芳

竹野

澤

圃

Iヽ

,-五

郎

豊

澤澤

豊

竹

つ
ば
め
太
夫

新

左

衛

門

吉

竹竹-豊

本本 竹

播伊

路逹

太太

夫夫夫

呂

太

竹 竹

本本

夫

相

生

太

夫

織

太

吟
.~、

.., 
舟
に
て
、
注
進
あ
り
て
候
は
、
彼
地
に
屯
の
後
詰
の
軍
、
高
麗
江

南
の
敷
万
の
勢
悛
軍
と
し
て
追
々
に
封
馬
を
出
で
て
向
び
し
由
、

今
宵
夜
半
は
多
々
良
の
沖
、
勢
を
揃
ふ
は
必
定
な
り
、
か
く
て
も

あ
ら
ば
猶
々
に
、
夢
々
油
断
は
致
さ
れ
ず
、
士
氣
を
跛
舞
し
て
御

固
め
此
上
大
切
肝
要
と
の
時
宗
公
の
御
軍
令
、
先
き
を
急
ぎ
の
使

番
、
乗
打
御
免
と
式
膝

i
、
そ
こ
ー
＼
心
急
ぎ
の
駒
、
引
返
し
て

ぞ
か
け
り
行
く
。
．

第
三
景

陣

早
夕
陽
も
か
た
む
き
て
、
陣
所
ー
＼
は
か
ゞ
り
火
の
燃
ゆ
る
隼

人
ク
赤
心
に
、
敵
も
恐
れ
て
紐
が

4
l
J
、
鉗
陣
す
で
に
十
餘

H
、

河
野
が
陣
の
帷
幕
の
内
、
死
を
一
．
筋
の
通
有
が
、
心
面
に
あ
ら
わ

し
て
、
い
か
に
通
時
、
尋
常
な
ら
ぬ
今
度
の
合
戦
、
畏
れ
多
く
も

上
、
線
山
上
皇
に
は
、
敵
國
降
伏
の
御
祈
願
に
、
御
製
「
世
の
為

に
身
を
ば
惜
し
ま
ぬ
心
と
も
荒
ぶ
る
帥
は
照
ら
し
既
る
ら
む
」
と

御
詠
じ
我
國
難
に
替
ら
せ
ん
と
、
伊
勢
大
廟
に
御
窪
命
を
捧
げ
ま

つ
る
ぞ
勿
肺
な
や
、
こ
の
皇
恩
に
我
等
が
身
の
、
幾
千
屍
を
さ
ら

す
と
も
、
や
わ
か
稗
國
寸
士
た
り
と
も
、
夷
敵
に
汚
す
る
勿
れ
、

す
で
に
先
刻
決
め
し
通
り
、
明
眺
奇
焚
と
極
む
る
上
は
、
何
れ
命

を
筑
紫
潟
卑
怯
の
振
舞
仕
給
ひ
そ
。
仰
せ
ま
で
も
候
は
ず
、
一
死

ぞ）

通

有

二
九

所

.~ 



西・荻

島

伍

長

企、
.-

(? 

吉

田

榮

，鱚
郎

野

中

尉

吉

田

光

之

助

看

護

兵

大

ぜ

Vヽ

大

江

少

尉

桐

竹

紋

十

郎

大

江

恭軍

臣

吉

田

玉

幸

藤海

本

陸

軍軍

大大

警佐佐

吉

田

玉

市

吉

田

玉

蔵

吉

田

榮

元

の

雑

兵

大

ぜ

Vヽ

張

多

隣

桐

竹

紋

太

郎

元
の
険
長

沈

元

吉

田

玉

徳

軍

兵

大

ぜ

い

竹

崎

季

長

吉

田

玉

蔵

河

野

通

時

吉

田

光

之

助

河

野

通

有

吉

田

榮

'¥ 

元
よ
り
君
國
の
為
、
武
門
の
署
れ
こ
の
上
や
候
べ
き
、
執
植
北
條

時
宗
公
に
も
、
決
死
決
意
の
こ
の
國
難
尋
常
に
て
は
中
々
の
事
、

寡
兵
を
以
て
機
を
制
す
は
、
是
ぞ
稗
國
無
双
の
兵
法
、
何
條
元
軍

幾
万
た
り
と
も
、
斬
つ
て

l
＼
斬
り
ま
く
り
、
武
威
八
紘
に
か
ゞ

や
か
さ
ん
、
御
安
堵
あ
っ
て
候
べ
し
。
と
、
賞
に
後
の
世
に
か
く

れ
な
き
河
野
通
有
通
時
が
勇
武
の
程
ぞ
頼
も
し
き
、
嘗
番
の
兵
士

ま
か
り
出
で
、
＾
ッ
申
上
げ
宅
す
る
、
只
今
是
へ
北
陣
の
豚
、
竹

崎
季
長
公
御
越
し
に
て
候
、
何
季
長
殿
御
末
陣
と
な
、
夜
陣
の
訪

れ
何
か
は
知
ら
ず
と
く
是
へ
御
と
も
な
ひ
申
せ
。
＾
ヽ
ツ
長
ま
つ

て
候
0

と
立
つ
て
行
く
間
も
荒
武
者
の
小
手
脚
嘗
も
り
A

し
げ
に

早
入
lJ
末
れ
ば
河
野
逍
有
。
こ
れ
は

l
¥
、
よ
く
ぞ
わ
せ
ら
れ
し

竹
蹄
殿
、
イ
ザ
先
づ
是
（
、
ア
ヽ
イ
ヤ
ー
＼
非
常
の
陣
中
御
氣
配

御
無
用
、
イ
ヤ
ナ
ニ
涌
時
殿
に
も
日
毎
の
封
陣
さ
ぞ
氣
づ
ま
り
、

何
れ
も
陣
中
平
懐
御
免
。
と
む
づ
と
座
し
て
一
融
す
通
有
不
審
の

眉
を
寄
せ
、
季
長
殿
、
打
見
る
所
、
お
こ
と
が
面
鉢
常
な
ら
ず
こ

と
さ
ら
夜
陣
の
訪
れ
は
、
さ
れ
ば
候
、
某
推
参
外
な
ら
ず
、
思
．
ふ

仔
細
の
候
て
、
今
宵
御
暇
乞
に
参
つ
て
候
、
知
ら
る
4
如
く
か
く

封
陣
以
末
、
未
だ
雌
雄
の
合
戦
も
な
け
れ
ど
、
生
死
不
朋
の
戦
場

な
れ
ば
、
何
時
如
何
な
る
や
も
計
ら
ず
、
若
し
か
く
申
す
季
長
が

朋
日
に
も
討
死
と
開
か
れ
な
ば
、
後
陣
の
こ
と
は
く
れ

K
＼
も
、

=
 
1
0
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片名

岡

少

尉尉

桐

竹

門

造

淵

少

吉

田

宮武．

田 田・山

上上

等等

兵兵

桐桐

竹

．

門

竹

紋

之
玉

市助 次

片

等等等 等

兵兵

吉

田

利

男

小

林

兵

吉

田

兵

次

西長柴筒伊

脇谷田
]If 

兵

吉

田

玉

桐吉

竹

小

米紋

田

万

次

井藤

等等等

兵兵

吉

田

兵

吉

田

兵兵

郎郎郎

平

尾

等

兵

桐

竹

紋

太

郎

引

田

上

天
．
満

等伍伍

兵

吉

田

多

長長'・

吉

田

玉

山

下

桐

竹

＇

紋
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御
頼
み
申
す
通
有
殿
0

と
詞
少
な
に
語
る
に
ぞ
通
有
禰
も
不
審
げ

に
、
こ
れ
は
又
改
つ
て
、
合
尉
の
行
か
ぬ
仰
せ
か
な
、
そ
も
合
戦

の
常
と
し
て
、
命
ば
捨
つ
る
ほ
武
士
の
習
ひ
、
ま
し
て
今
度
の
此

國
難
．
我
國
民
は
一
様
に
、
皆
ル
覺
悟
は
あ
る
ぺ
け
れ
、
な
れ
共

事
急
な
る
其
お
詞
、
深
含
仔
細
の
候
ぺ
し
お
か
ま
ひ
な
く
ば
明
か

さ
れ
よ
0

さ
ら
ば
お
話
し
申
さ
ん
が
、
無
謀
の
仕
義
と
お
止
め
も

あ
ら
ん
な
れ
共
、
一
度
思
惟
の
我
一
念
必
ず
御
止
め
御
無
用
ぞ
。

承
ら
ね
ば
仔
細
は
知
ら
ず
、
い
か
に
も
仕
義
に
よ
り
て
は
止
め
は

せ
じ
、
先
づ
何
が
な
語
ら
れ
よ
0

さ
ら
ば
打
朋
け
申
さ
ん
0

と
心

か
な
め
の
軍
扇
に
力
を
こ
め
て
季
長
が
、
そ
も
ー
＼
去
ん
ぬ
る
文

永
の
役
、
敵
敗
職
の
意
恨
に
燃
え
、
再
度
襲
ひ
し
元
軍
は
、
先
き

に
幾
倍
数
千
の
兵
船
、
た
と
（
幾
千
幾
万
な
り
と
、
何
條
恐
れ
申

さ
ん
や
、
寸
牽
尺
土
も
我
稗
國
、
け
が
さ
す
事
の
荒
夷
、
さ
れ
ど

雲
霞
の
敵
大
軍
、
夢
々
油
断
は
な
り
申
さ
ぬ
、
今
又
受
け
し
本
陣

の
急
使
の
次
第
聞
つ
ら
ん
、

1

日
待
て
ば
一
日
の
敵
は
後
詰
め
を

噌
す
ば
か
り
、
守
る
計
り
の
職
陣
は
、
却
て
士
氣
の
ゆ
る
む
の
お

そ
れ
、
折
よ
し
吹
く
は
天
津
風
、
我
は
決
死
の
手
兵
を
あ
げ
、
こ

の
機
を
襲
ふ
は
兵
法
の
、
奥
業
を
庫
ぐ
に
敵
船
i

の
員
ッ
只
中
に
切

つ
て
入
り
、
夷
が
荒
ぎ
も
冥
途
の
土
産
、
死
す
ぺ
き
時
に
死
し
て

こ
そ
、
ま
す
ら
隼
人
の
本
懐
な
れ
、
死
地
に
入
り
て
ぞ
か
つ
職
、

咽
，
～
！
・
心
屠
’
,
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．
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五象

⇒

,i'
；

1
l
:
.
l
、

御
稜
威
の
光
り
稗
國
の
、
武
威
を
し
め
す
は
今
此
時
、
後
陣
の
事

は
く
れ
人
＼
も
頼
み
存
ず
る
通
有
殿
0

と
、
勇
氣
り
ん
ぜ
ん
季
長

が
決
意
の
程
ぞ
頼
も
し
4

、
通
有
我
が
意
と
莞
爾
と
笑
み
。
＊
、

ワ
健
氣
な
り
季
長
殿
、
な
ど
か
御
止
め
申
さ
ん
や
、
さ
ら
ば
我
等

も
申
さ
ん
ず
、
こ
れ
も
今
宵
は
そ
の
謀
議
、
一
門
引
具
し
敵
船
へ

打
入
る
手
は
ず
も
と
A

の
ひ
い
る
、
貴
殿
の
心
底
聞
く
か
ら
は
、

さ
ら
に
勇
氣
も
百
倍
噌
し
、
共
々
御
供
仕
ら
ん
。
フ
ム
さ
て
は
和

殿
も
、
通
時
殿
に
も
°
仰
せ
愚
か
ゃ
季
長
殿
、
な
ど
か
後
れ
て
候

ペ
き
。
こ
は
言
は
わ
た
り
な
通
時
殿
、
寅
に
頼
も
し
A
l
¥、0

と

敵
を
の
ん
だ
る
不
敵
の
鬼
武
者
天
睛
れ
丈
夫
の
魂
な
り
。
折
ふ
し

風
に
吹
送
ら
れ
、
連
れ
て
聞
ゆ
る
胴
羅
の
昔
、
季
長
き
っ
と
聞
き

耳
立
て
、
あ
の
物
昔
は
後
詰
の
着
到
、
エ
ヽ
か
し
ま
し
き
階
人
共

ろ
く
に
も
立
た
ぬ
こ
け
お
ど
し
°
蚊
程
に
う
る
さ
き
ど
う
に
よ
ふ

八
、
明
日
の
ほ
え
面
見
も
の
に
候
、
ム
ヽ
＾
ヽ

l
¥
^
‘
、
、
、

如
何
に
各
々
、
幸
先
き
説
ひ
門
出
の
盃
、
一
。
献
く
ま
ん
季
長
殿
、

通
有
肴
仕
ら
ん
°
面
白
の
事
な
れ
や
、
賀
に
面
白
の
事
な
れ
ゃ
、

敵
の
大
船
揖
枕
我
は
命
も
捨
小
舟
、
ぇ
ぃ
ー
＼
運
を
天
津
風
、
木

の
葉
と
散
ら
せ
夷
敵
原
棲
と
散
ら
ん
大
和
魂
い
ざ
諸
共
に

l
¥
o

ャ
ァ
ー
＼
方
々
勝
閲

l
¥。
エ
イ
ー
＼
オ
ー

l
¥
l
¥
o

第

四

景

元

軍

討

入

リ

筑
紫
多
々
良
の
海
せ
ま
く
、
元
の
軍
艇
満
々
た
り
、
ち
ゃ
る
め

ら
太
跛
ど
ら
に
よ
ふ
八
、
打
ち
立
て

l
＼
舟
音
頭
只
か
し
京
し
き

計
り
な
り
、
中
に
大
船
大
狩
の
座
船
の
と
も
に
兵
士
共
、
除
長
沈

元
降
は
り
上
げ
、
多
隣
ー
＼
張
多
隣
ー
＼
末
々

l
¥
0
と
、
呼
ば

わ
れ
ば
、
張
多
隣
走
り
出
｀
で
、
沈
元
隊
長
何
用
あ
る
か
、
大
牌
よ

り
酒
下
さ
る
、
見
張
り
止
め
て
呑
む
よ
ろ
し
い
な
0

日
本
兵
中
々

豪
膳
巾
々
強
い
、
も
し
攻
め
て
末
る
あ
ぶ
な
い
ナ
。
な
ん

l
＼
我

國
忽
必
末
王
、
中
々
え
ら
い
、
こ
の
舟
大
府
の
船
一
番
大
き
い
ナ

日
本
舟
小
さ
い
ナ
こ
と
に
此
波
風
荒
い
、
ナ
カ
ー
＼
日
本
兵
末
る

事
無
い

l
¥
、
見
張
よ
ろ
し
、
無
用

l
¥。
そ
れ
も
そ
ふ
あ
る
な

こ
の
酒
封
馬
の
酒
ぶ
ん
ど
る
中
々
う
ま
い
、
一
ば
い
や
る
よ
ろ
し

P
れ

l
¥＇
阿
呆
丹

l
＼
お
前
胡
弓
す
る
、
歌
う
た
ふ
よ
ろ
し
、
皆

々
騒
ぐ
よ
ろ
し
、
エ
ー
イ
ゲ
ッ
プ
。
イ
ヤ
チ
ン
ツ
イ
ニ
ー
、
ク
ー

ナ
ン
ヤ
ア
ン
＾
ン
、
マ
ー
イ
ス
ン
ナ

n
チ
マ
リ
ラ
ッ
ソ
ワ
ン
、
シ

ニ
ン
チ
ェ
ン
パ
ー
ヌ
チ
ャ
パ
ッ
ラ
イ
バ
イ
ソ
ワ
ン
、
パ
ン
ヌ
チ

ヤ
ナ
コ
ミ
ン
ク
ソ
ヲ
ツ
ン
ソ
ワ
ン
、
ア
ー
ン
ヨ
ー
0

キ
ャ
ッ
、
ウ

ン
、
ヮ
ァ
ッ

H
本
兵
、
そ
れ
末
た
ナ
、
石
火
矢

l
¥、
ソ
レ
皆
々

討
つ
よ
ろ
し
、
ワ
ア
ン
ウ
ン
、
そ
れ
、
方
々
、
勝
閲

l
¥、
エ
イ

l
＼
ォ
ー
l

¥

（。

き・・
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第
六
景

大
本
螢
陸
海
軍
部
猿
表

廻
る
日
の
、
年
は
う
つ
れ
ど
禰
榮
ふ
竹
の
閲
生
の
拿
く
も
我
日

の
本
の
ゆ
る
ぎ
無
き
、
大
本
螢
陸
海
軍
部
褻
表

G+1一
月
八
日
午

前
六
時
）
帝
國
陸
海
軍
は
本
八
日
未
明
西
太
平
洋
に
お
い
て
米
英

軍
と
戦
闘
朕
態
に
入
れ
り
。
本
日
畏
く
も
大
元
帥
陛
下
に
於
か

せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
宜
戦
の
大
詔
を
漢
登
あ
ら
せ
ら
れ
、
愛
に
大

日
本
帝
國
は
敢
然
と
し
て
暴
戻
米
英
に
対

L
宜
戦
の
布
告
を
致
し

ま
し
た
、
時
こ
れ
正
に
昭
和
十
六
年
十
1

一
月
八
日
。
い
ま
や
我
國
未

曾
有
の
大
難
局
に
ま
こ
と
に
長
れ
多
い
事
で
あ
り
ま
す
が
御
聖
断

．
に
よ
り
。
臨
然
と
し
て
打
開
せ
ら
れ
、
一
憶
一
心
の
向
ふ
所
ま
さ
に

天
日
を
仰
ぐ
の
感
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
今
ゃ
御
稜
威
の
本
忠

勇
無
比
な
る
皇
軍
狩
士
は
電
光
石
火
の
神
速
と
決
河
の
勢
を
以
て

陸
に
海
に
空
に
勇
戦
奮
闘
致
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
、
緒
戦
早

く
も
＾
ワ
イ
の
大
奇
襲
戦
に
ほ
米
太
平
洋
艦
隊
、
空
軍
の
全
滅
、

マ
レ
イ
半
島
上
陸
、
縦
く
英
東
洋
艦
隊
覆
滅
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
上

陸
等
々
正
に
有
史
以
来
の
大
戦
果
で
あ
り
ま
す
、
然
し
こ
の
戦
捷

に
酔
ふ
事
な
く
、
勝
て
兜
の
緒
を

f
め
、
一
億
一
心
固
き
決
意
を

以
て
前
途
の
光
朋
に
突
進
致
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
五
最

ハ
ワ
イ
大
空
襲

~
 

｀
 ゚

第
七
景
ラ
モ
ン
湾
上
陸
母
船
大
江
少
尉
戦
死

思
ひ
は
る
け
き
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
ラ
モ
ン
溝
頭
敵
前
の
上
陸
一
歩

先
登
隊
，
敵
の
機
銃
の
弾
の
雨
、
批
烈
悲
批
日
本
魂
、
先
登
隊
重

傷
者
で
あ
り
ま
す
、
そ
ふ
か
よ
し
、
ア
ッ
大
江
少
尉
か
、
軍
薔
殿

残
念
ツ
・
・
・
・
・
・
ヲ
ツ
弟
か
、
し
つ
か
り
せ
い
兄
だ
恭
臣
だ
°
兄
さ
ん

残
念
で
す
。
ウ
ツ
察
す
る
、
露
傷
は
澳
い
し
つ
か
り
せ
い
。
イ
ヤ
自

分
の
事
は
か
ま
は
ず
部
下
の
負
傷
者
に
早
く
手
賞
を
し
て
や
つ
て

下
さ
い
。
心
配
す
る
な
、
他
も
皆
手
賞
を
し
て
居
る
、
大
江
君
、

僕
は
あ
ち
ら
ご
廻
る
、
こ

4

は
君
に
頼
ん
だ
ぞ
、
残
念
乍
ら
助
か

る
ま
い
、
よ
く
別
れ
を
0

弟
、
よ
く
や
っ
た
ぞ
°
兄
さ
ん
自
分
は

敵
兵
の
額
も
見
ず
上
陸
の
第
一
歩
で
…
…
申
課
け
あ
り
ま
せ
ん
。

ウ
ム
ッ
無
念
じ
ゃ
ろ
…
…
氣
も
ち
は
よ
っ
く
解
る
が
弟
、
お
前
逹

の
そ
の
負
傷
で
、
ど
れ
程
戦
友
が
奢
起
す
る
か
知
れ
ぬ
、
敵
は
今

に
取
っ
て
く
れ
る
、
今
こ
そ
米
領
に
初
め
て
の
日
章
旗
が
燦
然
と

打
建
て
ら
れ
る
の
だ
ぞ
0

ヲ
、
日
章
旗
ー
＼
想
出
の
伯
林
の
空
高

＜
揚
っ
た
、
ア
ノ
な
つ
か
し
い
日
章
旗
、
今
度
こ
そ
は
冊
界
の
空

高
く
揚
る
の
だ
°
弟
、
聞
ゆ
る
か
、
あ
の
昔
、
ア
ノ
軍
靴
の
ひ
ゞ

き
、
後
績
部
隊
の
突
睾
だ
ぞ
°
ヲ
ッ
聞
へ
ま
す

l
＼
勇
ま
し
い
進

華
の
降
ア
ヽ
御
稜
威
の
光
り
は

l
＼
世
界
の
果
て
ま
で
輝
く
の
だ

第

八

景

ラ

モ

ン

上

陸

戦

天
皇
陸
下
萬
歳
、
大
日
本
帝
國
萬
歳
、
萬
歳

l
¥
？¥`

第

九

景

國

民

綿

進

軍

歌

2
全
員
合
唱
）

ヴ

＃
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雅女吃修狩土

業房

之 お

助得平助方監

桐桐 吉吉桐桐

公
ヽ

叫

ヽゞ

冤

の理監佐

又之奥将

竹竹田田竹竹

紋榮紋

門 -J-・ 玉三太政

造郎蔵郎郎亀

江
州
高
島
家
の
綸
所
土
佐
将
監
は
故
あ
っ
て
今
は
閑
居

し
て
居
る
。
．

そ
の
将
監
の
弟
子
に
浮
世
又
平
と
云
つ
て
生
れ
つ
き
吃

り
の
男
が
居
た
。
又
平
、
家
は
貧
し
く
、
旅
人
を
相
手
に

梗

概

人

形

役

割

の

段切
竹

本

住

宴
代
之
助
改
め

野

澤

吉

ツ

レ

鶴

澤

鶴

太三

郎郎

太

夫

吃

又

平

名

筆

平

名

筆

の

段

賓
永
五
年
四
月
（
1

1

三
六
八
J

竹
本
座
上
場
の
近
松
門
左
衛
門

作
「
傾
城
反
魂
香
」
一
1

一
巻
は
後
年
色
々
と
改
作
さ
れ
た
。
例
（
ば

享
保
十
七
年
五
月
（
11
三
九
1
1
)
豊
竹
座
上
演
の
「
今
様
傾
城
反

魂
香
」
、
延
享
元
年
＋
1

一
月
（
i

-

四

0
四
）
豊
竹
座
上
演
の
「
遊

君
衣
紋
鑑
」
、
賓
豚
1
一
年
一
ー
一
月
（
二
四
一
1
1
)
竹
本
座
上
演
の
「
名

筆
傾
城
鑑
」
等
で
、
こ
の
吃
又
平
名
筆
の
段
は
「
名
筆
傾
城
鑑
」

全
＋
1

一
段
の
第
四
段
目
に
嘗
り

C

土
佐
狩
鑑
閑
居
の
段
）
、
吉
田

寇
子
、
中
邑
問
助
、
三
好
松
洛
等
の
合
作
で
あ
る
。
尚
、
「
名
箪

反
魂
香
」
「
名
鍛
吃
又
平
」
の
外
題
で
も
上
演
さ
れ
て
ゐ
る
。

傾ti:

城ゞ

吃

又

反兄

魂5

香ぢ

ゞし

n-
四

、9
』--• -



唸

ゞ

畷

五，．

大
津
の
宿
外
れ
で
粗
末
な
綸
を
賣
り
、
細
い
煙
を
立
て
乍

ら
も
土
佐
の
苗
字
を
許
さ
れ
た
い
と
精
進
努
力
を
績
け
て

ゐ
る
の
だ
っ
た
。

或
る
日
、
又
平
は
女
房
お
徳
と
共
に
将
監
の
閑
居
を
訪

れ
、
苗
字
を
許
さ
れ
た
い
と
懇
願
し
た
が
、
特
監
は
又
平

の
心
を
動
ま
さ
ん
が
為
め
、
態
と
惰
無
く
し
て
許
す
と
は

去
は
な
か
っ
た
。

道
々
に
何
ゃ
ら
村
人
達
が
立
誦
ぐ
の
を
聞
け
ば
、
こ
の

邊
り
に
虎
が
現
は
れ
た
と
云
ふ
話
。
そ
れ
は
狩
野
元
信
の

粛
い
た
虎
の
名
粛
に
魂
が
入
つ
て
抜
け
出
し
た
の
で
、
勝

藍
は
弟
子
の
修
理
之
助
に
そ
れ
を
鎮
め
さ
せ
、
其
功
に
依

つ
て
又
平
よ
り
も
先
き
に
土
佐
光
澄
と
名
乗
ら
せ
た
と
一
H

ふ
の
で
あ
っ
た
。

又
平
は
所
詮
望
み
は
叶
へ
ら
れ
ぬ
か
と
、
果
て
は
吃
に

産
付
け
た
親
を
怨
ん
で
泣
き
悲
し
ん
だ
。

共
時
、
狩
野
の
弟
子
雅
業
之
助
が
血
に
染
ま
つ
て
謳
け

込
ん
で
来
た
。
そ
し
て
姫
君
の
危
険
を
細
ら
し
助
勢
を
頼

む。

·~ 
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今

d
、

牌
監
も
心
あ
せ
つ
て
姫
君
を
助
け
に
修
理
之
助
を
向
は

さ
う
と
す
る
。

叉
平
は
大
功
あ
ら
ば
土
佐
の
苗
字
を
許
す
と
一
云
ふ
牌
監

の
言
葉
に
自
分
を
遣
つ
て
奥
れ
と
頼
む
が
、
勝
監
は
許
さ

な
い
。今
は
全
く
絡
望
し
た
又
平
は
手
近
に
あ
る
手
水
鉢
を
石

塔
と
見
立
て
、
そ
れ
に
心
魂
こ
め
て
我
が
綸
姿
を
粛
き
、

と
の
場
で
自
害
と
決
心
す
る
の
だ
っ
た
。

と
、
不
思
議
に
も
又
平
が
念
力
徹
し
て
書
い
た
綸
姿
は

尺
餘
の
御
影
石
の
褒
へ
通
り
、
雨
方
か
ら
．
一
度
に
書
い
た

様
な
入
神
の
筆
勢
。
そ
れ
を
見
た
牌
監
も
心
に
感
じ
、
改

め
て
士
佐
の
苗
字
を
許
す
事
に
な
り
、
姫
君
救
援
を
許
す

心
勇
ん
だ
叉
平
は
大
頭
の
舞
を
舞
ふ
。

庭
に
下
り
立
っ
た
将
監
は
又
平
の
綸
像
を
粛
い
た
手
水

鉢
を
二
つ
に
切
割
り
、
「
舌
は
も
と
心
の
臓
、
今
石
面
の

檜
を
切
つ
て
心
の
臓
を
立
割
っ
た
れ
ば
、
吃
る
事
は
あ
る

ま
い
」
と
一
云
ふ
の
で
、
叉
平
喜
ん
で
舌
を
廻
す
に
少
し
も

吃
ら
す
、
ら
り
る
れ
る
、
ま
み
む
め
も
、
狸
百
疋
棒
百
本

~-

（
佐
和
利
）

吃
叉
平
名
筆
の
段

此
狩
監
は
近
江
の
國
高
嶋
の
御
家
末
筋
、
則
ち
禁
中
の
捨
所
小

栗
宗
丹
と
筆
の
学
ひ
其
上
高
嶋
家
の
重
賓
雲
麓
の
硯
を
宗
丹
達
つ

て
所
望
す
、
イ
ヤ
き
や
つ
に
持
や
じ
我
に
た
ぺ
と
互
ひ
に
意
地
を

官
ひ
つ
の
り
つ
い
に
御
前
の
お
聞
き
に
立
つ
て
某
は
勃
常
受
て
此

浪
人
住
居
、
今
で
も
小
栗
に
従
へ
ば
富
貴
の
身
と
榮
ふ
れ
共
一
人

の
娘
お
み
つ
に
君
傾
城
の
勤
さ
せ
子
を
賣
つ
て
く
ふ
程
の
貧
苦
を

凌
ぐ
は
何
故
ぞ
、
土
佐
の
苗
字
を
惜
む
に
あ
ら
ず
ゃ
修
理
之
助
は

只
今
大
功
有
そ
ち
に
は
何
の
功
が
有
る
琴
荼
書
裔
は
は
れ
の
葉
貴

人
高
位
の
御
座
近
く
参
る
ぱ
裔
人
物
を
得
首
は
ぬ
身
を
以
て
及
ば

ぬ
願
ひ
似
合
ふ
た
様
に
大
津
綺
粛
い
て
批
を
渡
れ
茶
で
も
呑
ん
で

立
蹄
れ
・
と
あ
い
そ
も
な
く
叱
ら
れ
て
お
穂
は
は
つ
と
力
を
落
し
、

コ
レ
又
平
殿
こ
な
た
を
吃
に
産
付
け
た
親
御
を
恨
さ
つ
し
ゃ
れ
と

頼
み
な
く
ー
＼
又
平
も
我
咽
ぶ
え
を
か
き
む
し
lJ
口
に
手
を
入
舌

を
つ
め
つ
て
泣
け
る
は
理
り
見
え
て
不
慇
な
る
。

等
と
早
口
に
一
云
ひ
試
み
、
勇
み
勇
ん
で
出
て
行
く
の
だ
っ

た。

-1̂ 



△

初

代

不
詳
。

C
但
し
浮
瑠
璃
大
系
園
に
通
稲
富
小
路
一
そ
一
代
野
澤
喜
八
、

郎
の
門
人
初
代
野
澤
庄
治
郎
の
門
人
に
野
澤
吉
三
郎
の
名
あ
り

ま
た
邦
祭
年
表
に
は
文
久
元
年
十
一
月
逍
頓
堀
竹
田
芝
居
に
出

野
繹
吉
三
郎
の
代
々

女
房
聞
も
あ
へ
ず
、
常
々
大
頭
の
舞
を
好
き
わ
れ
ら
諸
共
つ
れ

脇
に
て
舞
は
れ
し
が
ふ
し
の
有
事
は
少
し
も
吃
申
さ
ず
又
平
殿
悦

び
に
め
で
た
う
舞
て
立
ま
い
か
、
ヲ
ッ
ト
答
て
立
上
り
古
き
舞
を

身
の
上
に
な
ぞ
ら
（
て
こ
そ
舞
た
り
け
れ
、
去
る
程
に
鎌
倉
殿
義

鯉
の
討
手
を
向
べ
し
と
武
勇
の
達
者
と
ゑ
ら
ば
れ
し
夫
は
土
佐
坊

是
は
又
土
佐
の
又
平
光
起
が
師
匠
の
御
恩
を
報
ぜ
ん
と
身
に
も
姻

ぜ
ぬ
重
荷
を
ば
大
津
の
町
ゃ
追
分
の
綸
に
ぬ
る
ご
ふ
ん
は
安
け
れ

ど
名
は
千
金
の
檜
師
の
家
今
墨
色
を
上
げ
に
け
り
か
く
て
女
房
い

さ
み
を
付
又
も
や
御
意
の
か
は
る
べ
き
早
御
立
ち
と
す
4

め
け
る

ヲ
ヽ
い
し
く
も
申
さ
れ
た
り
身
こ
そ
墨
領
の
さ
ん
す
い
男
紙
表
具

の
橙
な
り
共
朽
て
朽
せ
ぬ
金
砂
子
槌
彩
色
に
お
と
ら
じ
と
勇
す
4

み
し
勢
は
ゆ
4

し
頼
も
し
我
な
が
ら
逹
綸
筆
の
健
氣
さ
よ
唐
縮
の

奨
噌
張
良
を
楯
に
つ
い
た
と
思
し
召
イ
ザ
お
暇
と
立
出
る
。

必

， 

弗

,‘
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一七

勤
三
絃
連
中
の
中
に
野
海
吉
三
郎
の
名
あ
り
）

△

―

―

代

涌
稲
淀
屋
橋
六
代
野
澤
吉
蒲
の
前
名
。
文
久
一
1

一
年
四
代
野
澤
吉

兵
衛
の
門
に
入
り
兵
内
と
名
乗
り
、
明
治
元
年
三
月
1

一
代
野
澤

吉
三
郎
と
改
名
。
＋
七
年
九
月
病
氣
療
養
中
六
代
野
渾
吉
禰
と

な
り
明
治
十
九
年
＋
1

一
月
四
日
歿
。
行
年
三
十
三
歳
。

△

―

―

―

代

0

通
稲
江
戸
堀
六
代
野
澤
吉
兵
衛
の
前
名
。
明
治
十
年
一
月
六
代

野
涸
吉
禰

G

吉
一
ー
一
郎
時
代
）
の
門
に
入
り
兵
＝
＝
ー
と
呼
ぶ
。
明
治

十
七
年
二
月
＿
―
-
代
野
欅
吉
三
郎
と
な
り
、
同
廿
四
年
一
月
更
に

七
代
野
澤
吉
禰
と
改
名
。
同
四
十
年
九
月
、
七
代
吉
禰
改
め
六

代
野
澤
吉
兵
衛
と
な
リ
、
後
大
正
十
三
年
六
月
四
日
歿
。
行
年

五
十
四
歳
。

△

四

代

現
代
の
七
代
野
澤
吉
兵
衛
の
前
名
。
明
治
廿
三
年
六
代
野
澤
吉

兵
衛
（
三
代
吉
三
郎
時
代
＞
の
門
に
入
り
兵
市
と
呼
ぷ
。
同
冊

四
年
五
月
、
更
に
市
次
郎
と
改
名
し
、
同
四
十
一
年
1

一
月
、
績

い
て
四
代
野
涸
吉
三
郎
と
な
り
、
大
正
十
五
年

G
昭
和
元
年
＞

九
月
、
七
代
吉
兵
衛
を
相
綬
す
。

△

五

代

大
正
六
年
、
七
代
野
澤
喜
八
郎

0
通
稲
門
前
）
の
門
に
入
り
、

そ
の
歿
後
現
七
代
野
涸
吉
兵
衛
の
預
り
と
な
り
、
野
澤
喜
代
助

と
稲
し
て
ゐ
た
が
嘗
興
行
よ
り
五
代
野
澤
吉
三
郎
を
襲
名
す
る

事
に
な
る
。
（
主
と
し
て
「
野
渾
の
面
影
」
に
よ
る
＞

‘ 



~，ー.•,
芥

t
．さ

ぅ；

必
df,り

；
し
烹
5
か，＇

あ
る
が
、
常
設
劇
場
を
有
す
る
も
の
と
言
っ
て
は
な
い
。

け
れ
ど
も
、
文
築
は
寛
政
年
度
、
お
厄
よ
そ
百
五
十
年
ほ

ど
前
、
淡
路
の
人
植
村
文
要
軒
に
よ
っ
て
大
阪
に
生
れ
た

劇
場
で
あ
る
。
さ
ぅ
し
て
、
こ
の
四
十
年
来
は
、
殆
ど

人
形
淫
瑠
璃
で
は
、
文
築
が
た
っ
た
l

つ
の
偲
存
劇
園

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
地
方
的
、
郷
土
的
に
は
ほ
か
に
も

i
f

が
も

1炉
＇
．
象
忍
；
じ
；
~
ほ
§

い＇足．ぷ＂：

こ
の
三
者
は
、
初
め
か
ら
一
緒
に
生
れ
て
褻
達
し
て
来
た

か
と
い
ふ
に
、
さ
う
で
は
な
か
っ
た
。

普
涌
に
、
一
業
よ
り
成
り
立
っ
と
言
は
れ
る
。
即
ち
、

淫
瑠
璃
を
語
る
太
夫
と
三
味
線
弾
き
と
人
形
逍
ひ
の
三
者

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

文
業
の
鑑
賞
に
役
立
ち
さ
う
な
こ
と
を
、
簡
鼠
に
、
全
本
邦
唯
の
人
形
劇
園
な
の
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
「
文
業
」

髄
的
の
事
に
つ
い
て
だ
け
書
い
て
見
よ
う
。
が
「
人
形
浮
瑠
璃
芝
居
」
の
同
義
語
の
や
う
に
な
っ
た
の

文
業
座
の
こ
と
ー
ー
人
形
淫
瑠
璃
の
組
織
と
そ
の
由
来
も
営
然
で
せ
う
。
古
い
所
で
は
、
江
戸
に
も
大
阪
に
も
、

ー
—
舞
豪
の
こ
と
ー
ー
人
形
の
遣
ひ
方
の
こ
と
ー
ー
だ
い
五
座
七
座
と
人
形
芝
居
が
あ
っ
て
、
歌
舞
伎
に
封
抗
し
、
．

た
い
、
そ
ん
な
順
序
で
申
上
げ
て
み
ま
せ
う
。
時
と
し
て
は
、
享
保
か
ら
賓
暦
あ
た
り
ま
で
は
、
つ
、
ま
り

二
百
年
前
に
は
、
人
形
芝
居
の
は
う
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

文

築

鑑

賞

手

引

八



人
形
を
遣
ふ
と
い
ふ
こ
と
、
こ
れ
は
す
う
つ
と
古
く
か

ら
あ
り
ま
し
た
。
記
録
に
あ
ら
は
れ
た
所
で
は
、
遠
く
平

安
時
代
に
愧
儡
子
（
＜
ゞ
つ
ま
は
し
）
と
い
ふ
も
の
が
見

え
る
。
愧
儡
子
は
、
支
那
の
西
方
、
中
央
ア
ジ
ア
地
方
か

ら
漂
遊
し
て
来
た
街
頭
演
藝
人
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
平
安

時
代
と
あ
れ
ば
約
一
千
年
の
前
の
こ
と
に
な
る
。
淫
瑠
璃

は
足
利
時
代
中
期
の
褻
生
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
五
百
年

の
歴
史
と
言
へ
る
で
せ
う
。
こ
れ
に
射
し
て
、
三
味
線
は

永
緑
年
中
に
、
琉
球
か
ら
泉
州
堺
港
に
輸
入
さ
れ
た
蛇
皮

線
の
本
邦
化
な
の
で
あ
る
か
ら
、
ザ
ツ
と
三
百
七
八
十
年

前
の
舶
来
楽
器
で
あ
る
。
先
づ
浄
瑠
璃
と
三
味
線
と
が
提

携
し
、
慶
長
の
初
年
あ
た
り
に
、
そ
の
雌
瑠
瑞
と
人
形
逍

ひ
と
が
握
手
し
て
、
浄
瑠
硝
と
い
ふ
物
語
を
、
言
は
ゞ
立

龍
的
に
空
間
的
に
演
奏
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
人

形
浄
瑠
璃
劇
の
淮
籐
だ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

併
し
な
が
ら
、
そ
の
浄
瑠
璃
界
に
竹
本
義
太
夫
が
あ
ら

は
れ
て
一
音
楽
上
の
大
成
を
試
み
、
作
者
近
松
門
左
衛
門
を

・
没
”．．
 
，
 

, .. 

令

ヽ
.
；
、
名
r

得
て
、
戯
曲
的
展
開
を
も
試
み
た
の
は
、
元
緑
時
代
の
こ

と
に
蜀
す
る
。
爾
来
二
百
五
十
年
間
、
人
形
淫
瑠
璃
芝
居

と
あ
れ
ば
義
太
夫
節
に
限
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た

こ
れ
は
来
歴
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
淫
瑠
璃
と
三
味
線

と
に
よ
る
演
奏
内
容
と
人
形
の
動
作
と
が
ピ
ッ
タ
リ
と
合

致
し
て
、
三
者
諧
調
の
美
如
よ
っ
て
成
立
す
る
募
術
な
る

貼
に
、
先
づ
御
留
意
あ
り
た
い
。

次
に
、
人
形
と
人
形
遣
び
の
こ
と
。
こ
れ
も
歴
史
的
に

肴
ふ
と
、
面
倒
だ
か
ら
、
簡
蹴
に
記
す
。

人
形
が
手
も
足
も
な
い
デ
ク
ノ
ボ
ー
か
ら
、
肩
板
が
褻

明
さ
れ
、
手
、
足
が
生
じ
、
口
や
眼
の
開
閉
や
眉
の
上
下

が
研
究
さ
れ
、
手
の
五
指
が
折
り
屈
み
を
す
る
や
う
に
な
Q

る
ま
で
に
は
、
容
易
な
ら
ぬ
年
月
と
人
知
と
が
費
さ
れ
た

1

個
の
人
形
を
三
人
が
4

り
で
、
寓
宵
的
に
逍
ふ
や
う
に

な
っ
た
の
が
享
保
十
九
年
の
「
薦
犀
道
満
大
内
鑑
」
（
葛

の
葉
の
狂
言
）
か
ら
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
今
日

`
4
]
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3
ら
；
｀

か
ら
大
凡
二
百
年
前
に
あ
た
る
。
但
し
、
文
槃
座
で
も
ツ

メ
人
形
（
略
し
て
ツ
メ
）
と
呼
ば
れ
る
、
ご
く
下
ツ
端
の

役
柄
の
は
、
一
人
で
一
個
の
人
形
を
遣
ふ
の
で
、
原
始
形

式
の
人
形
な
の
で
す
。

,4 

現
今
、
文
業
座
の
座
頭
と
呼
ば
れ
る
吉
田
榮
三
と
か
、
．

吉
田
文
五
郎
と
か
い
ふ
上
だ
っ
た
遣
ひ
手
、
賓
盛
な
ら
賓

盛
、
お
園
な
ら
お
園
の
遣
ひ
手
と
し
て
、
番
附
の
上
に
記

載
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
「
主
遣
ひ
」
と
呼
ば
れ
る
主
任
者

で
、
頭
と
右
手
の
動
作
を
受
け
持
つ
。
・
「
左
り
」
と
呼
ば

れ
て
左
り
手
だ
け
を
遣
ふ
人
が
一
人
、
「
足
遣
ひ
」
と
い

ふ
雨
足
の
動
作
を
受
け
持
つ
の
が
一
人
。
。
つ
ま
り
三
人
遣

ひ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
三
人
が
主
遣
ひ
の
呼
吸
に

合
せ
、
動
作
せ
し
め
て
こ
そ
、
統
一
あ
る
一
個
の
人
形
と

し
て
演
技
す
る
の
で
、
こ
れ
が
ま
た
む
つ
か
し
い
。
足
遣

ひ
だ
け
で
十
年
近
く
も
働
ら
き
、
そ
れ
か
ら
左
り
に
ま
は

り
、
や
が
て
主
遣
ひ
に
進
む
。

？
 

人
形
溜
瑠
璃
の
舞
豪
|
'
ー
そ
れ
に
も
幾
襲
遷
が
あ
っ
た

慶
長
以
前
の
愧
儡
子
時
代
の
は
、
所
謂
首
掛
芝
居
で
、
一

尺
巾
に
二
尺
か
二
尺
五
寸
限
度
の
長
方
形
の
箱
が
舞
豪
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
次
第
に
撰
大
さ
れ
て
、
明
治
座
の
舞
豪

〇

で
も
歌
舞
伎
座
の
で
も
、
何
と
か
し
て
使
ふ
や
う
に
な
っ

た
。
現
今
の
大
阪
文
業
座
の
舞
豪
は
、
間
口
が
六
間
よ
り

少
し
つ
ま
っ
た
程
度
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
は
三
四
間

か
ら
五
間
く
ら
ゐ
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
手
遣
ひ
式

で
な
い
絲
操
り
式
の
は
、
も
つ
と
規
模
が
小
さ
か
っ
た
。

今
の
舞
豪
は
、
見
物
席
寄
り
に
三
尺
ほ
ど
の
幅
で
、
使

は
な
い
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
が
三
の
手
。
そ
れ
か
ら
船
底

と
も
呼
ば
れ
て
床
の
低
く
意
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
、
歌
舞
伎

の
平
舞
豪
に
該
営
す
る
部
分
が
二
の
手
で
あ
る
。
二
重
舞

豪
に
相
営
し
て
、
屋
内
に
用
ひ
ら
れ
る
、
最
も
奥
に
位
し

た
部
分
は
一
の
手
、
ま
た
は
本
手
と
い
ふ
。
元
来
は
本
手
｀

と
い
ふ
本
舞
憂
だ
け
で
あ
っ
た
の
が
、
次
第
に
攘
大
さ
れ

て
二
の
手
三
の
手
と
見
物
席
の
方
へ
張
り
延
ば
し
た
か
ら

四
0

~-



の
名
稲
で
あ
る
。

ま
た
、
太
夫
と
三
味
線
と
が
、
向
つ
て
右
側
へ
張
り
出

し
た
床
で
語
り
、
弾
く
。
即
ち
横
床
と
い
ふ
も
の
に
な
っ

た
の
も
享
保
年
度
の
こ
と
で
、
義
太
夫
近
松
頃
の
は
、
特

別
の
場
合
以
外
は
、
正
面
の
御
簾
の
内
側
で
語
っ
た
の
で

あ
る
。
人
形
遣
ひ
も
、
そ
の
頃
は
か
ら
だ
を
現
は
し
て
使

は
す
に
、
幕
の
蔭
か
ら
人
形
を
差
し
上
げ
て
遣
っ
た
も
の

で
、
「
蔭
語
り
蔭
遣
ひ
」
と
呼
ぶ
演
出
形
式
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
次
第
に
「
出
語
り
出
遣
ひ
」
と
い
ふ
形
式
に
移
行

し
、
結
局
今
日
の
や
う
な
演
出
影
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る

そ
れ
で
も
、
東
京
興
行
の
場
合
の
や
う
に
、
人
形
遣
ぴ
が

序
幕
か
ら
切
り
ま
で
、
黒
の
頭
巾
を
か
ぶ
ら
す
に
、
出
遣

ひ
ば
り
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
、
ご
く
近
年
に
な
つ
て
の

現
象
で
す
。
人
形
劇
と
し
て
見
れ
ば
、
人
形
遣
ひ
は
頭
巾

を
か
ぶ
つ
て
ゐ
る
の
が
本
来
で
あ
る
こ
と
申
す
ま
で
も
あ

b
ま
せ
ん
。

E
I
-

C
河
竹
繁
俊
氏
稿
よ
り
抜
卒
）

人
形
芝
居
と
い
ふ
も
の
は
、
世
界
中
に
分
布
さ
れ
て
ゐ

ま
す
。
未
開
既
開
の
民
族
を
問
は
す
、
甚
だ
廣
く
、
ま
た

古
く
行
は
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
日
本
の
や
う
に
登
逹

し
た
も
の
は
、
殆
ど
類
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
溜
瑠
璃
と
い

ふ
音
業
は
別
と
し
て
も
、
「
個
名
手
本
忠
臣
蔵
」
や
「
菅

原
偉
投
手
習
鑑
」
の
や
う
な
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
の
人
形

劇
豪
本
と
い
ふ
も
の
や
、
或
は
三
人
遣
ひ
の
人
形
で
複
維

な
演
出
を
す
る
賢
如
き
も
の
は
、
嘗
て
な
い
と
さ
れ
て
ゐ

る。
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献
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詰
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一
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、
、
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、

御
謂
鷺
唐
は
大
部
分
椅
子
席
に
な
っ

＾`
 

て
居
り
ま
す
か
ら
お
一
人
で
も
御
懺

快
に
洋
服
で
も
お
業
に
御
見
物
が
出

来
、
ま
た
お
出
入
が
御
自
由
で
す
。

ヽ

喩
ヽ
、
、

前
賣
切
符
。
壼
等
席
の
お
切
符
は
五

日
前
か
ら
酸
賣
致
し
ま
す
、
ま
た
五

。
日
以
後
の
お
切
符
も
査
等
席
に
限
り
f

御
豫
約
申
し
上
げ
ま
す
か
ら
上
圏
の

座
席
表
に
依
つ
て
お
早
く
御
望
み
の

御
場
席
を
お
申
し
込
み
に
な
れ
ば
お

心
の
ま
4

に
お
好
き
な
虞
が
御
自
由

に
と
れ
ま
す
御
用
命
の
お
節
お
呼
出

し
の
電
話
は

南
四
七
萱
壼
番
で
御
座
ゐ
ま
す

•••• 
切
符
賣
場
右
指
定
席
切
符
は
嘗
日
前

賣
と
も
正
面
西
側
本
家
入
口
に
て
酸

賣
し
て
居
り
ま
す

二
等
席
．
―
―
一
等
席
切
符
は
嘗
日
正
面

入

口

に

て

贅

賣

致

し

ま

す

一

,.' 

., ,,:. 
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